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私
の
ふ
る
さ
と
愛
南(

あ
い
な
ん)

町

は
愛
媛
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
で
あ
る
。

　

四
国
第
四
十
番
霊
場
の
観
自
在
寺

も
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
お

遍
路
さ
ん
も
多
く
、
お
く
ゆ

か
し
い
鈴
の
音
も
聞
こ
え
て

く
る
。

　

山
や
畑
で
は
温
暖
な
気
候

と
潮
風
に
育
ま
れ
た
美
味
し

い
柑
橘
類
が
採
れ
、
黒
潮
巡

る
リ
ア
ス
式
海
岸
で
は
ハ
マ
チ
・

鯛
・
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
・
カ
キ
等
が
養
殖

さ
れ
、
全
国
に
出
荷
し
て
い
る
。
日

本
一
を
誇
っ
て
い
た
真
珠
を
育
む
ア

コ
ヤ
貝
の
養
殖
が
こ
こ
数
年
低
迷
し

て
い
る
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
は
あ

る
が
、
こ
の
逆
境
に
も
め
げ
ず
、
ア

コ
ヤ
貝
に
替
わ
る
新
た
な
る
産
物
を

作
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
住
民
の
姿
に
は
「
生
き
る
力
」

を
感
じ
、
た
く
ま
し
く
思
う
。

　

地
域
の
人
々
は
何
事
に
お
い
て
も

協
力
的
で
、和
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
は
、
素
直
で
明
る
く
、
物

事
へ
の
挑
戦
意
欲
も
あ
る
。

　

各
学
校
で
は
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
を
生
か
し

た
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
取
り
入

れ
、こ
れ
ま
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
調
べ
学
習
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
指
導
を
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留学･研修レポート

大阪国際大学 廣瀬 一憲法政経学部法政経学科４年次生

日本で習得した知識を
母国で役立てたい

出会いや異文化に触れ
多くの事を学んだ

　私は、2007年9月～2008年6月まで交換留学生として、台湾

にある中国文化大学へ留学しました。交換留学以前にも、中国

へ3週間ほど短期研修に行きましたが、私の心境は中国にいた

時と台湾にいた時では違いました。

　短期研修で中国にいた時は、周りに自分の知っている友人が

一緒にいて、更に学校の人たちが私たちの面倒を見てくれまし

た。だから、わからないことや迷った事があれば友人と相談を

することもでき、頼ることができました。しかし、交換留学で

台湾にいた時は、頼れる人がいなかったので、知らない人と一

緒に生活していくことに、最初は不安でいっぱいでした。

　中国語も最初は何を言っているのか聞き取れず、買い物もま

ともにできませんでした。しかし、台湾の人たちは私の言いた

いことを一生懸命聞いてくれて、私に中国語を教えてくれた

り、台湾の名所を案内してくれたりしました。逆に私は、日本

の文化や日本語を教えたりして、私は、この留学で中国語の勉

強というよりも、「人との出会い」や「知らない文化に触れる

こと」にとても興味を持ちました。

　私はこの留学で得たことを、これから勉強に活かしたいと

思っています。知らないことを学びたいと感じたからです。私

は、この留学で本当に貴重な経験をしたと思っています。

（2007年９月〜2008年６月　台湾・中国文化大学へ交換留学）

　2005年３月に大阪国際大学の別科に入学し、翌年４月に大阪
国際大学の人間科学部人間健康科学科に入学しました。現在、
４年次生です。
　私は大阪国際大学で日本人とのコミュニケーションに力を入
れています。異文化と触れ合う時に、色々な衝撃は必ずありま
す。
　中国人にとって当たり前のことであっても、習慣の違いから
周りの日本人にとって、おかしいということにもしばしば遭遇
しました。
　そこで傷つけられたり、悩んだりした時もありましたが、逆
に考えると、そのようなことが発生するからこそ、異文化の魅
力が一層に感じられ、留学の一つの主要な意義であると思いま
す。
　それに対応するために、「郷に入れば、郷に従え」というこ
とを理解することが必要だと思います。昔、生肉は全然口に入
れられませんでしたが、今、刺身や寿司は私の大好物となりま
した。
　日帰りの温泉旅行や遠くへの旅を通して、心身的にリフレッ
シュでき、各地の風景も見られ、新しい友達もできます。そし
て、日本文化についても、よりよく理解することができると思
います。
　留学生活は後１年間ちょっとですが、私は毎日元気で、楽し
く過ごして行きたいです。将来、日本で積んだ経験や学んだこ
とを生かし、人々の健康維持や、健康向上に役に立てられる仕
事をしたいと考えています。

（中国・遼寧省出身）

大阪国際大学 劉
リュウ

 顕
ケン

華
カ

人間科学部人間健康科学科４年次生

受
け
、
魚
料
理
を
実
習
し
た
り
、

長
期
に
わ
た
っ
て
貝
や
真
珠
の
養
殖

を
し
た
り
、
鴨
米
を
栽
培
し
た
り
と

様
々
な
体
験
を
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
よ
り

深
く
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
ふ
る
さ
と

の
人
・
物
・
自
然
を
愛
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
へ
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考

え
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
た
。

愛
南
町
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
人
に
優
し
く
た
く
ま
し
い
子
ど

も
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　

愛
南
町
は
18
年
度
よ
り
学
校
評

価
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
各
学
校
は

評
価
に
よ
り
現
状
を
し
っ
か
り
把
握

し
、
改
善
を
加
え
な
が
ら
、
よ
り
よ

く
学
校
を
変
え
、
子
ど
も
を
変
え
る

こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
よ
う
に
教
職
員
や
子
ど

も
た
ち
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
代
表
者
か
ら
な
る

外
部
評
価
委
員
会
を
組
織
し
、
学
校

の
活
動
や
運
営
等
を
評
価
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
問
題
点
が
あ
れ
ば
改

善
策
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
。

　

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
特
に
教
育
委
員
会
の
働
き

か
け
が
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
の
よ
う
な
大
不
況
の
暗
い
世
相

の
中
に
あ
っ
て
も
、
明
る
く
、
心
優
し

く
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
夢
の
実

現
に
努
力
す
る
子
ど
も
た
ち
を
愛
南
町

民
総
ぐ
る
み
で
育
て
て
い
き
た
い
。

(

１
９
６
６
年
、
帝
国
女
子
短
大
卒)

直　

言

と
も
に
あ
ゆ
み
育
て

　

創
造
す
る
ま
ち
愛
南
町

愛
媛
県
・
愛
南
町

教
育
委
員
長　

　

有
馬 

ユ
ク
子　

2008年（平成20年）
10　　	 大学<守口>	 �卒業生・野崎悦子さん（帝国女子大家政学部家政学科

1975年卒）が作詞家デビュー
10／５	 大学<守口>	 �大野愛地さん（国際コミ２、ダンス部）所属「Power 

Crew」、「BIG BANG!!OSAKA」で特別賞
10／17	 大学<枚方>	 �経営情報学部2007年卒の天野佑子さん「エコについての

お話大募集」でグランプリ金賞
10／21	 滝井高	 �看護進学コース１、２年生を対象に救命手当講習会
10／24	 大学<枚方>	 �田中　優講師（法律政策）担当の「地方行政論」で市役

所職員によるリレー講座開催（31、11／７、14）
10／27	 大学	 留学生・日本人学生交流レクリエーション
10／28	 大学<枚方>	 �北京パラリンピック車椅子バスケ出場の網本麻里さん（ス

ポーツ２）、守口市表敬訪問し４位入賞を報告
10／28	 大和田中･高	 �石田雅美事務長が教育文化週間大阪府私学教育功労者表彰
10／29	 滝井高	 �全日本学生書道展で鷹野綾子さん（３）が読売新聞社賞
10／31	 大学<枚方>	 �京都新聞『私論公論』で三木　英教授（経営デザイン）

が解説「宗教“無党派層”支持獲得へ教団どう対応」
11／１	 大学・短大	 �女子ソフトボール部と北京パラリンピック車椅子バスケ

出場の網本さんが守口市教育委員会表彰
11／２	 滝井高	 �第23回守口市民まつりに参加
11／２	 滝井高	 �吹奏楽部、四天王寺ワッソに百済の楽隊として参加
11／８	 大学・短大	 �ひらかた市民音楽祭に「BANANAN femmini」に声楽ア

ンサンブル研究会が加わったチームが出演
11／８	 滝井高	 管楽器クリニック（９）
11／９	 大学・短大	 �ワンダーフォーゲル部が天の川大清掃に５年連続参加
11／12	 大学・短大	 FD講演会「動機の低い聴衆に聞かせる方法」
11／12	 大学<守口>	 �網本さんが2008年北京パラリンピック大会成績優秀者大

阪市長特別表彰
11／12	 滝井高	 �高校前の歩道が「アドプト・ロード女神の花通り」とし

て大阪府から認定
11／12	 滝井高	 外務省「高校講座」を国際交流講演会で実施
11／14	 大和田高	 ブラスバンド部、第４ブロック音楽会に参加
11／16	 大学<枚方>	 �中野健秀講師（情報デザイン）「就活に向けてのニンテン

ドーDSプロジェクト」受講学生のべ55人がニュース時事
能力検定を受験

11／16	 滝井高	 吹奏楽コース発表会
11／18	 大学・短大	 上方落語家の桂　七福　師をお招きし、全学学生講演会
11／19	 大学<枚方>	 �　「KPCフォーラム」訪米“教育力向上”調査団報告会でビ

ジネス学部長　古殿幸雄教授が発表
11／21	 大学<枚方>	 �公開講座フェスタ2008で「自治体（自治）はどこへ向か

うのか？─住民・議員・首長・職員─」をテーマに田中
　優講師（法律政策）が講義

11／21	 短大	 �杦本里沙さん（家政２）、第１回AIBA（国際ボクシング
協会）女子世界選手権ピン級日本代表として出場！！関西
テレビ『スーパーニュースアンカー』で放送（１/29）

11／21	 幼稚園	 大久保小学校と交流
11／22	 大学<枚方>	 �枚方キャンパス「インターンシップ事後報告会」
11／22	 大学<守口>	 �森上幸夫准教授（心理コミ）が、FM-HANAKO（82.4	

MHz）『もりかど探偵団』「じゃんけん特集」テーマで「じゃ
んけんの心理学」についてコメント

11／29	 大学・短大	 ３大学合同カンボジアスタディーツアー報告会
11／29	 短大	 �久木久美子講師（ライフデザイン）『もりかど探偵団』「お

茶特集」テーマで「お茶に関する知識」についてコメント
12	 滝井高	 吹奏楽部、各所でクリスマスコンサート
12／２	 大学<守口>	 �喜多ゆかりアナウンサー（朝日放送）を招き心理コミュ

ニケーション学科講演会
12／４	 大学・短大	 �イルミネーション点灯式(12／４　枚方、12／５　守口）
12／４	 大学<守口>	 �北京パラリンピック車いすバスケ日本代表の網本さん、

守口市・春日小学校で講演
12／６	 大学<守口>	 �網本さん、北京パラリンピックで活躍したアスリートら

のトークショーに出演
12／７	 大学<守口>	 �ヘッドスピンギネス記録保持者大野さん、『スーパーチャ

ンプル』（中京テレビ）出演（10）
12／10	 大学<守口>	 �韓国・関西経済フォーラムで宇山　博教授（国際コミ）

が基調講演
12／10	 大学<守口>	 �長澤彰彦教授（心理コミ）の授業「ジャーナリズム論」

の一環で、堀江政生客員教授が講演
12／10	 大和田中	 第15回北河内地区中学校連合音楽会
12／11	 大学<枚方>	 �資料分析プロジェクト IIグランプリ「スターバックスの

人気」木下真澄さん（中野健秀ゼミ）
12／12	 大学	 新開陽一名誉教授、学士院会員に
12／12	 大学<枚方>	 �教職実践特講で、現職高等学校教諭による特別講演会
12／13	 大学・短大	 �合唱部が老人保健施設でクリスマスコンサート
12／13	 大学<枚方>	 �江田皓哉さん（大学院総合社会２）、プロフェッショナル

修斗公式戦新人王決定トーナメントフェザー級優勝
12／13	 大学<守口>	 �岡本由香さん（スポーツ４、ソフト部）、日本学生支援機

構　優秀学生顕彰事業のスポーツ活動分野優秀賞
12／14	 大学・短大	 留学生交流BBQ大会を開催
12／19	 大学・短大	 �枚方キャンパスでラグビー・小学生対象ヒーローズカッ

プとラグビー部主催のクリニック開催
12／19	 短大	 第17回音楽コース演奏会
12／19	 大和田中	 スケート実習
12／22	 幼稚園	 お楽しみ会
12／24	 学園	 インターナショナルトラストが学園に100万円を寄付

12／28	 大学・短大	 �女子ラクロス部、関西テレビに登場
2009年（平成21年）
１／６	 大学<守口>	 �舞子高環境防災科１期生の山口貴之さん（心理コミ４）、

消防士試験に合格、記事が産経新聞に掲載
１／６	 学園	 新年互礼会
1／10	 大学・短大	 陸上競技部員、『もりかど探偵団』成人式特集に生出演
1／12	 学園	 第６回Blossom Concert
1／14	 大学・短大	 �語学教育センター公開セミナー、李英和氏招き盛況
1／15	 大学・短大	 �女子ラクロス部、毎日放送『VOICE』に登場！
1／15	 大学<枚方>	 �リサーチプロジェクト、情報デザイン学科グランプリ「割

り箸は環境を破壊するのか」廣木慎吾さん（中野健秀ゼミ）
1／19	 短大･幼稚園	短大家政科の学生たちが、年長児に食育指導
1／20	 大学<守口>	 �別役恭子教授（国コミ）担当「博物館学各論II」の授業で

小松大秀氏（京都国立博物館学芸部長）を招いて講演会
1／20	 大学<守口>	 �学園創立80周年記念　国際コミュニケーション学部新設

記念学科講演会、講師に ㈱ユーシン精機社長　小谷眞由
美氏（帝国女子大学家政学部第１期生）

1／23	 大学<守口>	 �佐々木弘志教授（スポーツ）が北河内地域勤労者健康管
理セミナーの講師

1／24	 大和田高	 カルタ会決勝
1／25	 大学・短大	 �大阪ハーフマラソンで庶務課　杉浦宏章係員、日本陸連

登録の部　男子で25位！
1／27	 滝井高	 �マスコットキャラのグローバニー、大阪日日新聞で紹介
1／29	 大和田高	 ３年生を送る会
1／29	 大和田中	 視覚障害者講演会
1／30	 短大	 幼児保育学科「身体表現法」で発表会
1／30	 短大･幼稚園	幼児保育学科の学生が音楽鑑賞会
1／31	 大和田高	 �第２回大和田数学オリンピック
２／２	 大学<枚方>	 恒例の模擬株主総会開催
２／２	 大学<枚方>	 �経済ファイナンス学科特別企画「デイトレーダー講座」
２／３	 大学<枚方>	 経営情報学部で中国海外事情研修結団式
２／３	 大和田中･高	 �ブラスバンド部、「ふれあい音楽祭」に参加
２／３	 幼稚園	 豆まき
２／７	 大学・短大	 �女子ソフト部、『もりかど探偵団』左利き特集に生出演
２／７	 大学<守口>	 �NHK教育テレビ『一期一会キミにききたい！』に、池田

美穂さん（スポーツ’06卒）出演
２／７	 大和田中	 �選択授業音楽発表ミュージカル「Sound of music」を上映
２／８	 滝井高･大和田中･高	 �市民音楽コンサート『ハロー・フェスティバル』に出演
2／16	 大学<枚方>	 キャンパスツアー IN KYOTO(～17)
2／17	 大学・短大	 �Challenge The Global Mind（学生チャレンジ制度）報告会
2／19	 大和田中	 中１・２年、第６回駅伝大会
2／20	 大和田中	 ２年生、古典芸能鑑賞会（能・狂言）
2／21	 大学<守口>	 �網本さんが国際親善女子車いすバスケットボール大阪大

会に出場、日本は準優勝し個人賞ベスト５選出
2／22	 大学<枚方>	 関西テレビ『マルコポロリ！』のロケ地として協力
2／22	 大学<守口>	 �加来諒子さん（スポーツ１、ソフト部）、全日本大学選手

権準優勝の功績で亀岡市スポーツ賞特別栄誉賞
2／23	 大学<守口>	 �特別研究助成班No. ３・守口学生相談室共催「音楽療

法  体験コミュニケーション・グループワーク」を実施
2／25	 大学<守口>	 �大野さん、『今ちゃんの「実は…」』（朝日放送）出演
2／25	 滝井高	 バレーボール部、春高全国大会出場で、守口市表敬訪問
2／26	 大学・短大	 �新型インフルエンザ学習会（２／26　枚方、３／13　守口）
2／26	 大学<枚方>	 大学院修士課程修了最終試験
2／27	 大和田中	 中学３年生　カルタ会
３／１	 大学・短大	 �ダンス部がO.I.U DANCE FESTIVAL♪DANCE SHOW

♪～地域の子どもたちとのダンス教室～VOL. ２開催
３／１	 大学	 外国人学生向け夏期日本語研修を募集（～５／８）
３／９	 幼稚園	 �お別れ会（「親子でクッキー作り」３／５　あやめ組、	

３／６　ゆり組）
3／10	 大和田中	 中１・２年、ドッヂボール大会
3／13	 大和田高	 １年クラス対抗球技大会ドッジボールの部
3／17	 滝井高	 �ニューウエストミンスタ・セコンダリー・スクール生が

来校
3／17	 大和田中･高	美術部OB展（～21）
3／18	 大学・短大	 �元教務課　堤　恵子さんが翻訳した『母から娘に伝えた

い女性の美学』が出版（バジリコ）
3／19	 滝井高	 吹奏楽部第16回ニューサウンドコンサート
3／20	 滝井高	 ２年進路保護者説明会
3／21	 大学<守口>	 �スポーツ行動学科　第１回同窓会総会およびパーティ
3／21	 大和田高	 ２年保護者対象進路説明会
3／24	 大学<守口>	 中国海洋大学国際交流学院長一行が協議のために訪問
3／26	 大和田高	 京都で１年学習合宿（～29）
3／27	 大学<守口>	 �協定校の韓国・東洲大学から学生訪問団88人
3／28	 大学<守口>	 �スポーツ行動学科　世戸俊男教授のセミナー、共催で学

習障がい児のキャンプ「はおのあ」を実施（29）
3／30	 大学<枚方>	 �安保克也准教授ゼミ、自衛隊伊丹駐屯地で生活体験（～

４／１）
４	 大学	 KBS京都Radioで学生参加のCMスタート
４／４	 滝井高	 �ダンス部チーム「Honey☆Cream」がコンテスト『Dream』

で優勝
４／６	 大学<枚方>	 �KBS京都Radio『和泉修のワッツフレンズ』に枚方キャン

パスセンター　貞光啓史グループ長が出演
4／10	 大学・短大	 ダンス部、『もりかど探偵団』ポーズ特集に生出演

使
う
人
の
目
的
別
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け

大和田中･高校
ホームページ 全面リニューアル

大
和
田
中
学
の
学
校
案
内
ペ
ー
ジ
。

こ
こ
を
見
れ
ば
特
色
が
全
て
わ
か
る

大
和
田
高
校
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
。
ユ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
に
配
慮
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り

　

大
和
田
高
校
、
大
和
田
中
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
昨
年
末
に
相
次

い
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン

ト
は
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
「
使
い
や
す

さ
」
の
向
上
。

　
「
学
校
案
内
」「
ス
ク
ー
ル
ラ
イ

フ
」「
受
験
生
の
皆
さ
ん
へ
」
な
ど

ユ
ー
ザ
ー
の
目
的
ご
と
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
分
け
し
、
活
用
し
や
す
さ
を
目

指
し
た
。「
学
校
案
内
」で
は
、旧
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
あ
ま
り
掲
載
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
学
校
の
取
り
組
み
や
姿

勢
な
ど
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
全
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

い
う
こ
と
で
中
・
高
と
も
に
統
一
感

を
持
た
せ
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
向
上
を

目
指
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
も
力
を
入
れ

て
き
た
、
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

の
紹
介
・
写
真
掲
載
、
海
外
研
修
な

ど
の
宿
泊
行
事
の
速
報
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
設
け
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
在
校
生
・
保
護
者
・
卒
業
生
向

け
ペ
ー
ジ
の
有
効
な
活
用
を
目
指

す
。

在
校
生
、
保
護
者
、
卒
業
生
向
け
新
設

学
校
の
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
紹
介

中
高
と
も
に
統
一
感
も
持
た
せ
る

ヘッドラインニュース
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大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
経
営
情

報
学
専
攻

丁テ
イ　

璽ジ

倫リ
ン　

︵
指
導
教
員　

井
上　

市
郎)

「
中
国
物
流
市
場
に
お
け
る
３
Ｐ
Ｌ

の
現
状
と
発
展
─
日
中
比
較
の
視
点

か
ら
─
」

　
「
将
来
は
、
小
さ
く
て
も
自
分
の

会
社
を
持
ち
、
中
日
貿
易
に
関
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
た
い
」
と
い
う
丁

さ
ん
。
近
年
中
国
物
流
市
場
に
も
登

場
し
て
き
た
３
Ｐ
Ｌ
企
業(

ト
ー
タ

ル
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
機
能
を
持
っ

た
専
門
的
物
流
企
業)

に
つ
い
て
、

日
中
比
較
し
な
が
ら
研
究
し
た
。

　
「
中
国
の
物
流
業
は
発
展
余
地
が

大
い
に
あ
る
一
方
、
問
題
も
山
積

み
。
今
ま
さ
に
大
き
な
挑
戦
と
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
３
Ｐ
Ｌ
企
業
の
登

場
も
ご
く
自
然
な
こ
と
と
言
え
ま

す
」

　

大
量
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
日
中

の
３
Ｐ
Ｌ
業
の
現
状
を
比
較
分
析

し
て
、
問
題
点
を
絞
り
出
し
た
。
ま

た
、
日
本
の
経
験
を
検
討
し
て
中
国

３
Ｐ
Ｌ
事
業
の
未
来
へ
の
展
望
を
論

じ
た
。

　
「
日
本
の
物
流
経
験
と
先
進
的
ノ

ウ
ハ
ウ
は
中
国
の
３
Ｐ
Ｌ
企
業
に

と
っ
て
確
か
に
有
益
な
も
の
を
与
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
日
本
の
経
験
を

学
び
、
中
国
の
高
度
成
長
と
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
加
盟
に
伴
う
物
流
市
場
の
外
資

開
放
に
よ
っ
て
、
３
Ｐ
Ｌ
の
市
場
規

模
が
大
き
く
成
長
す
る
と
期
待
し
ま

す
」

大
学
院
総
合
社
会
科
学
研
究
科
国
際

政
経
専
攻 

国
際
政
治
コ
ー
ス

登
島　

隆
之　

（
指
導
教
員　

大
矢
吉
之)

〝
卒
業
研
究
〟
学
び
の
集
大
成

20
年
度 

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

　

今
回
も
素
晴
ら
し
い
卒
業
研
究
が
提
出
さ
れ
た
。
中
で
も
各
研
究
科
・

学
科
で
一
人
ず
つ
、
特
に
優
秀
作
を
ま
と
め
た
学
生
に
話
を
き
い
た
。

「
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
保
守
主

義
─「
保
守
主
義
の
祖
」の
考
察
─
」

　

登
島
さ
ん
の

修
士
論
文
は
、

日
本
で
は
知
名

度
の
低
い
「
保

守
主
義
の
祖
」

バ
ー
ク
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
と
と

も
に
、
西
欧
近
代
思
想
に
二
つ
の
大

き
な
潮
流
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
バ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に

対
し
激
越
に
反
対
し
、
革
命
干
渉
戦

争
を
唱
道
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
研

究
者
ら
か
ら
狂
気
の
沙
汰
だ
と
散
々

な
扱
い
を
受
け
た
が
、
私
は
そ
の
よ

う
な
考
え
を
排
し
ま
し
た
」
と
い
う

登
島
さ
ん
は
、
バ
ー
ク
の
意
図
を
正

確
に
理
解
す
る
た
め
彼
の
著
作
を
精

読
し
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ー
ク
研
究
の

文
献
も
動
員
し
て
、
よ
り
バ
ー
ク
を

理
解
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。

　
「
締
め
切
り
前
の
２
週
間
は
、
ま

と
も
に
布
団
で
寝
た
記
憶
が
あ
り
ま

せ
ん
。
寝
な
い
と
頭
が
働
か
な
い
。

け
れ
ど
も
寝
る
時
間
が
も
っ
た
い
な

い
。
こ
の
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
文
章
を

書
き
進
め
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
充

分
す
ぎ
る
内
容
で
あ
り
、
一
生
を
か

け
て
取
り
組
み
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

上
柴　

了　

（
指
導
教
員　

中
井　

哲
夫)

「
オ
フ
ィ
ス
内
備
品
管
理
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」

　

図
書
館
の
蔵

書
検
索
シ
ス
テ

ム
で
検
索
結

果
画
面
に
館
内

マ
ッ
プ
を
表
示

さ
せ
れ
ば
便
利
に
な
る
の
で
は
な
い

か
？
さ
ら
に
、「
多
く
の
場
面
で
利

用
で
き
る
マ
ッ
プ
検
索
シ
ス
テ
ム
を

開
発
す
る
事
が
で
き
な
い
か
？
」
と

こ
の
研
究
に
行
き
着
い
た
。

　
「
オ
フ
ィ
ス
内
の
備
品
管
理
を
想

定
し
て
い
ま
す
が
、
汎
用
性
を
持
た

せ
る
た
め
に
、
間
取
り
や
家
具
を
自

由
に
設
置
・
編
集
で
き
る
ツ
ー
ル
を

作
成
し
ま
し
た
。
通
常
、
企
業
な
ど

が
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
に
は
、
数
千
万
円
～
数
億
円
規
模

の
開
発
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
汎

用
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
と
し
て

普
及
さ
せ
れ
ば
、
比
較
的
安
価
で
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
「
研
究
が
形
に
な
っ
た
の
は
、
先

生
方
や
ゼ
ミ
内
外
に
い
る
同
期
の

ラ
イ
バ
ル
達
の
存
在
が
あ
っ
て
の
も

の
。
特
に
中
井
教
授
に
は
、
私
が

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
勉
強
が
し
た

い
！
」
と
言
う
と
、
私
専
用
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
を
準
備
し
て
下
さ

り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」。
卒
業
後

は
、
Ｓ
Ｅ
と
し
て
就
職
し
、
成
果
を

活
か
し
て
い
く
。

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科

黒
川　

和
訓　

（
指
導
教
員　

奥　

正
嗣)

「
少
年
事
件
と
犯
罪
報
道　

少
年
法

61
条
と
表
現
の
自
由
」

　

黒
川
さ
ん

は
、
少
年
事
件

報
道
に
お
け
る

報
道
機
関
、
読

者
・
視
聴
者
、

加
害
少
年
、
被
害
者
の
憲
法
上
の
人
権

な
い
し
利
益
の
調
整
を
、
日
本
の
判

例
や
外
国
法
制
を
挙
げ
論
述
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
加
害
少
年
の
成
長

発
達
権
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
表
現

の
自
由
を
民
主
主
義
の
存
立
基
礎
と

位
置
づ
け
、
報
道
の
自
由
、
国
民
の

“
知
る
権
利
”
を
重
視
す
る
。

　

他
面
、
実
名
報
道
や
顔
写
真
の
掲

載
に
つ
い
て
、
社
会
や
被
害
者
の
怒

り
の
代
弁
と
い
う
理
由
は
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
の
権
限
を
逸
脱
し
て
い
る
と

し
、「
ど
の
よ
う
な
理
由
を
乗
っ
け

よ
う
と
も
本
音
は
『
売
上
を
伸
ば
す

た
め
』
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
」
と
報
道
機
関
の
営
利
目
的
の
報

道
に
対
し
て
厳
し
く
警
告
す
る
。

　

同
時
に
、
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
障
や
情
報
提
供
と
精
神
的
ケ

ア
ー
に
も
配
慮
し
、
今
後
の
改
善
を

訴
え
た
。

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

早
瀬　

良
美　

（
指
導
教
員　

加
藤　

潤
三)

　
「
大
学
生
の
学
校
裏
サ
イ
ト
に
対

す
る
評
価
と
書
き
込
み
行
動
の
関
連

～
ネ
ッ
ト
社
会
に
翻
弄
さ
れ
る
子
ど

も
た
ち
～
」

　

近
年
深
刻

化
し
て
い
る

「
ネ
ッ
ト
い
じ

め
」
の
中
で
も

主
に
学
校
裏
サ

イ
ト
に
着
目
。
サ
イ
ト
の
閉
鎖
な
ど

外
部
か
ら
の
物
理
的
な
対
策
で
は
逆

に
実
態
を
見
え
に
く
く
す
る
と
い
う

問
題
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
研

究
で
は
内
部
つ
ま
り
学
生
自
身
が
い

じ
め
を
抑
制
す
る
た
め
の
行
動
や
発

言
を
す
る
こ
と
が
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の

対
策
と
し
て
重
要
と
位
置
づ
け
た
。

　

大
学
生
を
サ
ン
プ
ル
に
、
学
校
裏

サ
イ
ト
に
対
す
る
書
き
込
み
行
動
と

評
価
・
共
感
力
の
関
連
を
検
討
し
、

抑
制
行
動
を
と
る
学
生
の
特
性
を
明

ら
か
に
し
た
。

　
「
い
じ
め
の
研
究
は
、
臨
床
分
野

が
多
い
で
す
が
、
社
会
心
理
学
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で

は
な
く
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
注
目
し
ま
し

た
。
そ
の
方
が
、
結
果
を
得
た
と
き

に
訓
練
に
よ
る
変
容
が
可
能
で
あ

り
、
教
育
現
場
に
反
映
し
や
す
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
納
得
い
く
結

果
や
考
察
が
得
ら
れ
た
の
も
先
生
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
」

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

梁リ
ョ
ウ　

羽ウ　

（
指
導
教
員　

桶
谷　

猪
久
夫)

「
中
国
語
母
語
話
者
の
日
本
語
学
習

に
お
け
る「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」

─
誤
用
の
裏
に
あ
る
日
中
両
国
間
の

文
化
や
習
慣
の
違
い
の
一
考
察
」

　

留
学
生
と
日

本
人
と
の
会
話

で
は
、
何
気
な

い
誤
用
か
ら

誤
解
を
招
い

た
り
、
互
い
を
不
愉
快
に
さ
せ
た
り

す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
化

や
習
慣
の
違
い
が
言
語
に
及
ぼ
す
影

響
に
起
因
す
る
と
気
づ
い
た
梁
さ
ん

は
、
自
分
自
身
の
誤
用
例
を
元
に
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組

ん
だ
。

　

例
え
ば
、
日
本
人
学
生
か
ら
花
見

に
誘
わ
れ
た
中
国
人
留
学
生
は
「
僕

は
行
か
な
い
」
と
微
笑
ん
で
返
事
を

す
る
が
、
そ
れ
で
は
摩
擦
が
起
き

か
ね
な
い
。
日
本
人
な
ら
そ
の
よ
う

な
断
り
方
は
し
な
い
か
ら
だ
。
曖
昧

文
化
と
ス
ト
レ
ー
ト
文
化
が
会
話
に

影
響
を
及
ぼ
す
例
で
あ
る
。
他
に
も

挨
拶
と
呼
び
か
け
、
起
点
志
向
と
終

点
志
向
な
ど
様
々
な
事
例
か
ら
、
そ

の
裏
に
隠
さ
れ
た
両
国
の
文
化
や
習

慣
、
発
想
な
ど
の
異
同
に
つ
い
て
検

証
し
、
誤
用
を
防
ぐ
方
法
に
も
言
及

す
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
日
中
企
業

内
の
文
化
の
衝
突
を
解
消
し
、
言
語

面
で
の
異
文
化
共
存
の
方
法
を
提
言

し
て
い
き
た
い
」
と
大
阪
大
学
大
学

院
へ
進
学
し
、
さ
ら
に
研
究
を
続
け

る
。

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

岡
田　

さ
や
か　

（
指
導
教
員　

平
田　

ま
り)

「
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施
時

に
お
け
る
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
着
用
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
反
応
と
船
舶
酔
い
の

関
係
」

　

ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
を

始
め
て
以
来
、

船
舶
酔
い
を
軽

減
し
た
い
と
考

え
て
い
た
岡
田
さ
ん
。「
特
に
船
の

揺
れ
と
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
着
用
に
よ

る
身
体
の
締
め
付
け
に
と
て
も
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
活
動
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
少
し

で
も
船
舶
酔
い
を
軽
減
さ
せ
る
方
法

を
明
確
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

実
験
の
結
果
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
実
施
前
の
方
が
実
施
後
よ
り

も
ス
ト
レ
ス
反
応
が
大
き
く
、
ま

た
身
体
を
締
め
付
け
た
状
態
の
方
が

交
感
神
経
が
優
位
に
働
く
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
船
舶
上
で
ダ
イ
バ
ー
が
よ

く
し
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
反

応
の
大
き
い
実
施
前
に
ウ
ェ
ッ
ト

ス
ー
ツ
の
上
半
身
を
脱
ぎ
、
身
体
の

締
め
付
け
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
で
、

船
舶
酔
い
を
防
止
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。「
就
職
後
も

ダ
イ
ブ
マ
ス
タ
ー
と
し
て
活
動
を
続

け
、
国
際
大
の
後
輩
に
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
く
事
が
今
後
の
目
標
で
す
」

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

砂
取　

優
奈　

︵
指
導
教
員　

久
保
田　

豊
司)

「
１
０
０
ｍ
Ｈ
に
お
け
る
踏
切
脚
動

作
と
振
上
げ
脚
動
作
が
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
」

　

小
学
２
年
生

か
ら
陸
上
競
技

を
続
け
、
中
学

校
か
ら
１
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
を

始
め
た
砂
取
さ
ん
。「
大
学
で
は
、

走
り
を
分
析
し
、
具
体
的
に
ど
う
す

れ
ば
速
く
走
れ
、
う
ま
く
跳
べ
る
の

か
を
考
え
る
中
で
、
踏
切
脚
動
作
と

振
上
げ
脚
動
作
に
つ
い
て
様
々
な
疑

問
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

習
熟
度
の
違
う
様
々
な
被
験
者
に

対
し
、
高
速
度
Ｖ
Ｔ
Ｒ
カ
メ
ラ
で
撮

影
、
２
次
元
動
作
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
い
15
項
目
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
た
。
身
体
分
析
点
11
点
を
36

人
分
ポ
イ
ン
ト
を
打
っ
て
い
く
作
業

に
、
毎
日
夜
遅
く
ま
で
追
わ
れ
嫌
気

が
さ
す
こ
と
も
。
し
か
し
、「
仲
間

と
励
ま
し
合
う
こ
と
で
何
と
か
乗
り

越
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

分
析
に
よ
り
、
踏
切
脚
動
作
を
意

識
す
る
こ
と
が
技
術
の
獲
得
に
有
効

と
い
う
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ

た
。
現
在
の
指
導
書
や
現
場
で
は
、

振
上
げ
脚
や
抜
き
脚
を
意
識
し
た
指

導
が
一
般
的
だ
が
、「
踏
切
の
技
術

指
導
や
意
識
づ
け
も
必
要
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
今
後
の
指
導
や
活
動
に

活
か
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
」

滝井高校

外
部
進
学
組
も
健
闘

今
年
度
の
進
路
状
況
を
振
り
返
っ
て

授 

業 

料

減
免
制
度 

内
部
組
は
特
典
活
用

　

今
年
度
の
併
設
大
学
・
短
期
大
学

部
へ
の
進
学
者
数
は
69
人
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
３
学
年
全
体
の
約
40
％

に
当
た
る
。
内
訳
は
大
学
17
人
（
枚

方
キ
ャ
ン
パ
ス
４
人
）・
短
大
52
人

で
あ
る
。
昨
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
で
は
、
大

学
・
短
大
合
わ
せ
て
７
人
の
生
徒
が

上
位
の
成
績
を
取
っ
て
授
業
料
減
免

の
奨
学
金
を
受
け
、
学
力
面
で
の
向

上
実
績
を
示
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
た
、
評
定
平
均
値
に

よ
る
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
授
業
料
減
免

制
度
を
利
用
し
た
生
徒
も
２
人
お

り
、
高
大
連
携
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
が
内
部
進
学
の
生
徒
の
大
き
な

特
典
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
、
今
年
度
の
特
徴
で
あ
る
。

　

看
護
系
進
学
は
大
学
の
看
護
学
部

の
増
加
と
専
門
学
校
の
定
員
確
保
の

動
き
が
追
い
風
と
な
っ
て
、
比
較
的

結
果
に
繋
が
り
易
か
っ
た
。
し
か

し
、
入
り
や
す
か
っ
た
分
、
進
学
後

の
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
、
基
礎

学
力
が
問
わ
れ
る
た
め
、
在
学
中
の

学
習
指
導
も
も
っ
と
先
を
見
据
え
て

し
っ
か
り
と
し
た
学
力
を
つ
け
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

就
職
は
、
下
半
期
の
景
気
の
流
れ

が
影
響
し
て
い
る
か
ら
か
、
な
か
な

か
決
ま
ら
な
い
生
徒
も
い
た
が
、
全

体
と
し
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
フ

リ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
安
易
な
方
向
へ

流
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は

個
別
に
時
間
を
か
け
て
継
続
的
に
指

導
し
た
結
果
だ
と
考
え
る
。
し
か

し
、
次
年
度
は
現
在
の
社
会
状
況

が
、
何
ら
か
の
形
で
就
職
に
影
響
す

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
危

惧
し
て
お
り
、
一
層
き
め
細
か
い
就

職
指
導
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

外
部
進
学
に
関
し
て
、
入
試
を
取

り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
二
極
化
が

進
み
、
難
関
校
や
中
堅
校
が
更
に
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
今
年
度
の
外
部
進
学
の
入
試
結

果
は
、
よ
く
健
闘
し
た
と
い
え
る
。

特
に
、
難
関
校
や
中
堅
校
・
外
国
語

大
学
で
の
合
格
結
果
が
、
昨
年
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
こ
れ
は
受
験
に
対

す
る
意
識
の
向
上
に
加
え
て
、
受
験

形
態
の
多
様
化
が
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。
特
に
、
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
る

合
格
の
増
加
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
受
験
の
早
期
化
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
受
験
に
対
し
て
安
易
な
選
択
を

さ
せ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
今
後
の
受
験
指
導
は
、
こ
う
し

た
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
個

別
化
・
早
期
化
と
い
っ
た
こ
と
も
含

め
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
指
導
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
進
路
に
対
す
る

意
識
を
全
体
的
に
高
め
て
ゆ
く
こ
と

で
、
こ
う
し
た
現
状
に
対
処
し
て
ゆ

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

次
年
度
は
、
体
育
・
吹
奏
楽
コ
ー

ス
が
初
め
て
の
進
路
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
全
て
の
科
・
コ
ー
ス
に
お

い
て
、
滝
井
高
校
の
特
徴
で
あ
る
教

育
の
成
果
が
問
わ
れ
る
年
で
も
あ
る

の
で
、
進
路
保
障
に
は
万
全
を
尽
く

し
て
臨
み
た
い
。

(

大
阪
国
際
滝
井
高
校　

進
路
主
任

　

柴
田　

修
一)

大和田高校

国
公
立
大
や
関
西
８
私
大

合
格
者
、
昨
年
を
上
回
る

　

平
成
21
年
度
大
学
入
試
の
結
果

が
、
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
。
今
年
度
卒

業
生
は
、
国
際
コ
ー
ス
１
０
０
人
、

英
数
コ
ー
ス
１
７
１
人
、
理
数
コ
ー

ス
22
人
、
計
２
９
３
人
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
中
堅
私
大
と
言
わ

れ
る
大
学
が
高
校
を
囲
い
込
み
、
早

期
か
ら
入
学
生
を
確
保
す
る
傾
向
が

顕
著
と
な
り
、
ほ
か
の
高
校
か
ら
の

合
格
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
本
校

の
生
徒
諸
君
は
健
闘
を
見
せ
、
国
公

立
大
学
や
い
わ
ゆ
る
関
西
８
私
大
の

合
格
は
、
合
格
者
数
（
延
人
数
・
過

年
度
生
含
む
）
だ
け
で
な
く
、
実
際

の
進
学
者
数
（
延
人
数
で
は
な
い
・

過
年
度
生
は
含
ま
な
い
）
も
昨
年
を

上
回
っ
た
。

　

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
制
度
が
変

わ
ろ
う
と
、
大
学
側
の
意
向
が
変
わ

ろ
う
と
、
周
囲
の
思
惑
に
振
り
回
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
授
業
を
大

切
に
さ
せ
、
地
に
足
の
つ
い
た
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
、
志
望
校
合
格
に

向
け
、
生
徒
諸
君
を
支
え
続
け
る
こ

と
が
、高
等
学
校
の
職
員
で
あ
る
我
々

の
仕
事
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
併
設
大
学
・
短

期
大
学
部
の
合
格
者
は
、
大
学
６

人
・
短
期
大
学
部
４
人
で
あ
る
。

（
大
和
田
高
校　

進
路
主
任　

前
川　

馨
子
）

（敬称略）
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石野　はるみ(著)

チ
ョ
ー
サ
ー
の
自
然

─
四
月
の
雨
が
降
れ
ば
─

(

松
籟
社)

２
４
０
０
円
＋
税

　

み
ず
み
ず
し
い
本
が
出
版
さ
れ

た
。
石
野
は
る
み
教
授
の
『
チ
ョ
ー

サ
ー
の
自
然
─
四
月
の
雨
が
降
れ
ば

─
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
現
在
ま

で
に
石
野
教
授
が
書
か
れ
た
論
文
の

う
ち
、
珠
玉
の
も
の
を
、
加
筆
訂
正

の
上
、
集
め
た
も
の
で
、
英
国
中
世

文
学
の
み
な
ら
ず
英
文
学
史
全
体
の

中
で
も
、
文
学
的
に
極
め
て
重
要
な
位

置
を
占
め
る
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
チ
ョ
ー

サ
ー
の
作
品
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
特
に
こ
の
作
家
の
自
然
観
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
構
成
は
「
序
」「
第
Ⅰ
部

『
自
然
』
の
語
源
と
歴
史
的
背
景
」

「
第
Ⅱ
部 

作
品
論
」「
お
わ
り
に

―

自
然
と
い
の
ち
あ
る
言
語
に
つ
い

て
」「
参
考
文
献
」
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
ま
ず
「
第
Ⅰ
部
」
に
お
い

て
「
自
然nature

」
の
語
源
か
ら
説

き
起
こ
す
。
英
語
のnature

の
意
味

は
、
遠
く
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
万
物
、

宇
宙
」
を
表
すphysis

に
始
ま
り
、

そ
れ
が
ラ
テ
ン
語
のnatura

に
伝
わ

り
、
英
語
の
本
来
語
で
あ
るkind

と

微
妙
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
著
者
は

述
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
意
味
的
背

景
を
持
つnature

を
、
単
な
る
感

覚
的
把
握
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め

に
、
著
者
はO

ED

、M
ED

を
駆

使
し
て
、
そ
の
意
味
の
輪
郭
を
示

す
。M

ED

か
ら
の
例
と
し
て
は
、

特
に
チ
ョ
ー
サ
ー
の
作
品
か
ら
の

例
を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次

の
例
と
関
連
し
て
来
る
が
、“T

hat 
sw
ich a m

onster or m
erveille 

m
yghte be! It is agayns the 

process of nature

”（
そ
ん
な
不

思
議
な
こ
と
は
自
然
の
道
理
に
反
し

て
い
る
）（「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
話
」

１
３
４
４

−

４
５
）
が
挙
げ
ら
れ
、

「
自
然
の
法
則
と
し
て
のnature

」

が
論
じ
ら
れ
る
（
18
頁
）。「
第
Ⅱ
部

　

作
品
論
」
で
は
、『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

物
語
』
のtale

（
話
）
を
含
め
て
６

編
の
作
品
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
中
の
「
バ
ー
ス
の
女
房
の
前
口

上
」
で
は
、「
女
房
の
性
格
造
型
に

は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
権
威
に
対
抗
す

る
伝
統
的
自
然
観
が
あ
る
」（
１
４
５

頁
）
と
、
著
者
は
鋭
く
チ
ョ
ー
サ
ー

の
視
点
に
切
り
込
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
「
チ
ョ
ー
サ
ー
は
女
房
を

自
然
の
女
神
の
系
譜
に
あ
る
カ
リ
ス

マ
的
人
物
と
し
て
描
き
、
肉
体
的
存

在
で
あ
る
人
間
の
問
題
を
探
求
し
よ

う
と
し
て
い
る
」(

１
５
２
頁)

と

結
ん
で
い
る
。

　

著
者
が
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
よ
う

にnature

の
意
味
合
い
は
複
雑
で
あ

る
。
そ
の
複
雑
さ
を
解
き
ほ
ぐ
し

て
く
れ
る
本
書
は
、
チ
ョ
ー
サ
ー
の

作
品
を
読
む
上
の
み
な
ら
ず
、
後
の

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、
そ
し
て
現
代
ま

で
続
い
て
い
る
英
国
に
お
け
る
自
然

観
を
理
解
す
る
上
で
必
読
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
四
月
の
雨
」
と
い
う

の
は
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
の
冒

頭
の「
総
序
の
歌
」の
一
節
で
あ
る
。

(

大
阪
国
際
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授�

菊
池　

繁
夫)

◆
新
刊�

（
価
格
は
税
別
）

国
際
大
・
短
大

○
『
流
通
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
経
営
』

経
営
デ
ザ
イ
ン
准
教
授 

日
野
隆
生 

共

著 

一
灯
館

○
『
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

そ
の
基
礎

と
展
開
』
経
営
デ
ザ
イ
ン
准
教
授 

日
野

隆
生 

共
著 

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

○『

解
科
特
勒

管
理
』（『
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
コ
ト
ラ
ー
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」

が
わ
か
る
本
』
の
中
国
語
版 

国
際
コ
ミ

教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

中
国
人
民
大
学

出
版
社

○
『
이
슬
람
금
융
이
다
가
온
다
』（『
イ
ス

ラ
ム
金
融
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
が
わ
か
る

本
』
の
韓
国
語
版 

国
際
コ
ミ
教
授 

宮

﨑
哲
也 

共
著 

물
푸
레
、（
ム
ル
プ
レ
）

○
『
夢
を
か
な
え
る
「
引
き
寄
せ
の
法
則
」

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑

哲
也 

著 

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
石
坂
泰
三―

困
難
に
打
ち
勝
つ
知
恵 

(

ビ
ジ
ネ
ス
の
巨
人
シ
リ
ー
ズ) 

』
国
際
コ

ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

共
著 

ア
ス
ペ
ク

ト○
『
世
界
一
や
さ
し
い
外
為
Ｆ
Ｘ
の
本
』

国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

Ｔ
Ａ

Ｃ
出
版

○
『
臨
床
心
理
士
の
子
育
て
支
援
』
心
理

コ
ミ
准
教
授 

青
野
明
子
▽
幼
児
保
育
講

師 

琴
浦
志
津 

共
著 

創
元
社

○
『
乳
幼
児
の
た
め
の
心
理
学
』
幼
児
保

育
講
師 

琴
浦
志
津 

共
著 

保
育
出
版

社○
『
行
政
法　

序
説
』
法
律
政
策
准
教

授 

安
保
克
也 

共
著 

一
学
舎

○
『
ま
ち
づ
く
り
と
創
造
都
市
２

－

地
域

再
生
編
』
国
際
コ
ミ
准
教
授 

木
沢
誠

名 

共
著 

晃
洋
書
房

○
『
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
し
い

展
開
』
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
准
教
授 

志

馬
祥
紀 

共
著 

東
京
書
籍

○
『
新
版　

食
品
加
工
学
概
論
』
人
間
健

康
講
師 

喜
多
野
宣
子 

共
著 

同
文
書

院 幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
68
回
全
国
教
育
美
術
展

入
選
＝
あ
や
め
組 

吉
延
玲
音
▽
ゆ
り

組 

喜
田
菜
月
▽
ひ
ま
わ
り
組 

渡
辺

健
太
▽
す
み
れ
組 

磯
谷
り
り
▽
山
本

萌
々
子
▽
佳
作
＝
あ
や
め
組 

立
嶋
悠

人
▽
八
木
南
美

第
45
回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

特
選
＝
ひ
ま
わ
り
組 

曽
根
大
誉
▽

佳
作
＝
あ
や
め
組 

中
濵
友
里
▽
ゆ

り
組 

喜
田
菜
月
▽
長
尾
桃
香
▽
す
み

れ
組 

植
田
祐
将
▽
薩
摩
祐
太
▽
増

子 

蓮
▽
努
力
賞
＝
あ
や
め
組 

内
田

大
貴
▽
藤
田
琉
輝
▽
増
田
琴
乃
▽
山
﨑

由
貴
▽
ゆ
り
組 

池
田 

空
▽
濵
田
隆

成
▽
藤
井
莉
緒
▽
ひ
ま
わ
り
組 

作
下

小
雪
▽
迫
田 

杏
▽
す
み
れ
組 

山

本 

鈴
▽
白
岩
美
咲
▽
新
田
日
奈
音

　

小
説
家
の
椙
本
孝
思
さ
ん
の
最
新

作
。『T

H
E CH

A
T

』
シ
リ
ー
ズ

な
ど
ホ
ラ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
を
得
意
と

「
卒
業
生
の
本
」
紹
介

椙
本 

孝
思
さ
ん(

著)

国
際
大
経
営
情
報
学
部
２
０
０
０
年
卒

す
る
椙
本
さ
ん
。
９
作
目
と
な
る
本

書
も
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
す
る

に
さ
ぞ
や
怖
い
話
か
思
い
き
や
、
椙

本
さ
ん
い
わ
く
「
老
若
男
女
が
楽
し

め
る
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
小
説
」
だ

と
か
。

　

２
０
０
７
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
魔

神
館
事
件
』
の
続
編
。

（
角
川
書
店
）
定
価 

１
，４
７
０
円

(

税
込)

大
学
・
短
大

平
成
20
年
度
後
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

▽
市
原
善
信
（
経
情
３
）〔
第
46
回
少

林
寺
拳
法
関
西
学
生
大
会
『
自
由
組

演
武
男
子
初
段
の
部
』
敢
闘
賞
▽
上

田 

啓
（
同
３
）〔
第
８１
回
関
西
学
生

選
手
権
水
泳
競
技
大
会
『
２
部
男
子

２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
』
第
１
位

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〔
関
西
大
学
連

盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
１
部
優
勝
、
関
西
大

学
男
女
選
手
権
大
会
優
勝
、
大
阪
府
学

生
男
女
選
手
権
大
会
優
勝
〕
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
〔
第
40
回
春
季
関
西
学
生

リ
ー
グ
戦
１
部
優
勝
、
文
部
科
学
大
臣

杯
第
43
回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

準
優
勝
〕
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
〔
第
19
回

関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
１
部
優
勝
〕
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
〔
関
西
女
子
リ
ー
グ
戦
１

部
３
位
と
な
り
第
17
回
全
日
本
大
学

女
子
選
手
権
大
会
出
場
〕
▽
今
川
恵
里

加
（
心
コ
ミ
３
）〔
全
日
本
連
盟
主
催

ス
キ
ー
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
１
級
合
格
、
第

82
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
に
お

い
て
女
子
３
部
大
回
転
３
位
入
賞
、
第

64
回
国
民
体
育
冬
季
大
会
に
お
い
て

鳥
取
県
代
表
と
し
て
出
場
〕
▽
小
林

伸
光
（
同
２
）〔
少
林
寺
拳
法
大
阪
府

民
体
育
大
会
『
単
独
一
般
二
段
の
部
』

優
良
賞
、
第
46
回
関
西
学
生
大
会
『
単

独
演
武
男
子
有
段
の
部
』
敢
闘
賞
〕

▽
柿
迫
春
佳
（
国
コ
ミ
４
）〔
第
82
回

関
西
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
３

部
『
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
』『
男
子

８
０
０
ｍ
リ
レ
ー
』
優
勝
〕
▽
山
本
啓

太
（
同
３
）〔
第
46
回
少
林
寺
拳
法
関

西
学
生
大
会
『
自
由
組
演
武
男
子
初
段

の
部
』
敢
闘
賞
〕
▽
門
田
拓
也
（
人
間

健
康
４
）〔
第
44
回
関
西
学
生
陸
上
競

技
学
年
別
選
手
権
大
会
『
走
高
跳
男
子

３
・
４
年
』
２
位
（
１
年
、
２
年
学
年

別
併
せ
て
の
全
記
録
中
３
番
目
）〕
▽

永
田 

僚
（
同
３
）〔
少
林
寺
拳
法
大

阪
府
民
体
育
大
会
『
単
独
一
般
二
段
の

部
』優
良
賞
〕▽
山
下
恭
平（
同
３
）〔
第

64
回
国
民
体
育
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
長
崎
県
予
選
会
に
お
い
て
成
人

Ａ
１
位
と
な
り
国
体
に
出
場
〕
▽
尾
上

小
百
合
（
同
２
）〔
少
林
寺
拳
法
全
国

大
会
『
組
演
武
一
般
女
子
段
外
の
部
』

優
秀
賞
、
大
阪
府
民
体
育
大
会
『
一
般

女
子
段
外
の
部
』
最
優
秀
賞
▽
谷
川
元

気
（
同
２
）〔
第
82
回
関
西
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
３
部
『
男
子
８
０
０

ｍ
リ
レ
ー
』
優
勝
▽
岡
本
由
香
（
ス
ポ

行
４
）〔
第
40
回
春
季
関
西
学
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
１
部
ベ
ス
ト
プ

レ
イ
賞
受
賞
、
打
撃
成
績
５
位
▽
渡
邉

真
理
子
（
同
４
）〔
群
馬
リ
レ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
・
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー

ズ
４
０
０
ｍ
Ｈ
４
位
、
レ
デ
ィ
ー
ス
陸

上
競
技
大
会
優
勝
、
第
62
回
西
日
本
学

生
対
校
選
手
権
大
会
３
位
、
関
西
学
生

対
校
選
手
権
大
会
２
位
、
第
56
回
大
阪

学
生
対
校
選
手
権
大
会
優
勝
、
第
62
回

中
国
五
県
対
抗
選
手
権
大
会
２
位
、
平

成
20
年
度
大
阪
選
手
権
大
会
優
勝
〕

▽
新
城
友
美
（
同
４
）〔
関
西
大
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
１

部
に
お
い
て
最
優
秀
選
手
賞
受
賞
〕

▽
上
倉
優
紀
（
同
３
）〔
平
成
20
年
度

　

昨
年
度
か
ら
１
０
０
年
に
一
度
と

い
わ
れ
る
世
界
的
な
不
況
が
吹
き
荒

れ
、
就
職
活
動
す
る
学
生
に
と
っ
て

は
例
年
に
な
い
厳
し
い
も
の
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
内
定
取

消
し
な
ど
で
就
職
浪
人
に
な
る
よ
り

も
、
大
学
に
在
籍
し
引
き
続
き
就
職

活
動
し
た
い
学
生
の
た
め
に
、
支
援

対
策
と
し
て
通
常
の
授
業
料
を
適
用

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援

大
学･

短
大
の
卒
業
延
期
制
度

留
学
、
就
職
、
資
格
取
得
な
ど

せ
ず
、
在
籍
料
で
対
処
す
る
大
学
も

見
ら
れ
た
。

　

本
学
で
も
こ
の
制
度
を
平
成
16
年

度
か
ら
卒
業
要
件
は
満
た
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
在
籍
を
希
望
す
る
学

生
に
は
、
１
年
を
限
度
と
し
て
授
業

料
の
代
わ
り
に
在
籍
料
（
半
期
５
万

円
）
及
び
履
修
料
（
講
義
科
目
１
単

位
に
つ
き
１
万
円
）
を
納
め
て
在
籍

を
認
め
る
卒
業
延
期
制
度
を
設
け
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
、
多
様
な
学
生

に
対
し
て
、
大
学
４
年
間
（
短
大
２

年
間
）
で
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
海

外
留
学
、
就
職
活
動
、
資
格
取
得
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
多
様
な
選

択
、
学
習
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
毎
年
10
数
人
の
申

し
出
が
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
機
会
に
資
格
取
得
や
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

就
職
活
動
を
再
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

大
阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女

子
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
韓
国
遠

征
に
参
加
〕
▽
木
村
沙
織
（
同
３
）

〔
平
成
20
年
度
大
阪
府
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選
抜
チ
ー
ム
に
選

出
さ
れ
韓
国
遠
征
に
参
加
〕
▽
木
村

真
麻
（
同
３
）〔
大
阪
府
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選
抜
チ
ー
ム
に
選

出
さ
れ
韓
国
遠
征
に
参
加
〕
▽
柴
田

亜
耶
（
同
３
）〔
第
84
回
日
本
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
競
技
に
お
い
て
フ
リ
ー

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
及
び
チ
ー
ム
部

門
２
位
、
第
32
回
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン

２
０
０
７
に
お
い
て
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｂ
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
フ
リ
ー
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
優
勝
〕
▽
中
里
見
友

紀
子
（
同
３
）〔
第
40
回
春
季
関
西
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
１
部
に

お
い
て
最
優
秀
投
手
賞
受
賞
、
同
秋
季

リ
ー
グ
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
賞
受
賞
、
投
手

成
績
２
位
▽
中
田 

望
（
同
３
）〔
少

林
寺
拳
法
大
阪
府
民
体
育
大
会
『
単

独
一
般
女
子
初
・
二
段
の
部
』
最
優

秀
賞
〕
▽
齋
木
美
穂
（
同
１
）〔
大
阪

府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選

抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
韓
国
遠
征
に

参
加
〕
▽
網
本
麻
里
（
同
２
）〔
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会
車
椅
子
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
お
い
て

全
日
本
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
出
場
〕

▽
大
村
英
利
佳
（
同
２
）〔
第
40
回
春

季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
１
部
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
受

賞
、
打
撃
成
績
２
位
〕
▽
河
本
有
加

（
同
２
）〔
第
10
回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本

ユ
ー
ス
選
抜
選
手
権
大
会
に
お
い
て

関
西
ユ
ー
ス
選
抜
選
手
に
選
出
さ
れ

出
場
〕
▽
木
田
美
奈
子
（
同
２
）〔
第

10
回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本
ユ
ー
ス
選
抜

選
手
権
大
会
に
お
い
て
関
西
ユ
ー
ス

選
抜
選
手
に
選
出
さ
れ
出
場
〕
▽
小
西

静
華
（
同
２
）〔
第
10
回
ラ
ク
ロ
ス
全

日
本
ユ
ー
ス
選
抜
選
手
権
大
会
に
お

い
て
関
西
ユ
ー
ス
選
抜
選
手
に
選
出

さ
れ
出
場
〕
▽
津
田
恵
理
子
（
同
２
）

〔
大
阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

女
子
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
韓
国

遠
征
に
参
加
〕
▽
長
谷
川
稚
奈
（
同

２
）〔
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
『
組
演

武
一
般
女
子
段
外
の
部
』
優
秀
賞
、
大

阪
府
民
体
育
大
会
『
一
般
女
子
段
外
の

部
』
に
お
い
て
最
優
秀
賞
▽
古
川
実
佳

（
同
２
）〔
第
10
回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本

ユ
ー
ス
選
抜
選
手
権
大
会
に
お
い
て

関
西
ユ
ー
ス
選
抜
選
手
に
選
出
さ
れ

出
場
〕
▽
安
井
彩
乃
（
同
２
）〔
大
阪

府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
選

抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
韓
国
遠
征
に

参
加
〕
▽
梶
山
沙
亜
里
（
同
１
）〔
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
に
お
い

て
第
11
回
大
会
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ
２
０
０
８

大
会
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
１
位
、
女
子
総
合

３
位
、
第
63
回
国
民
体
育
大
会
山
岳
競

技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
女
子
リ
ー
ド
競

技
５
位
〕
▽
高
田
侑
季
（
同
１
）〔
大

学
女
子
サ
ッ
カ
ー
地
域
対
抗
戦
に
お

い
て
関
西
選
抜
選
手
に
選
出
〕
▽
柿
迫

佳
樹
（
国
コ
ミ
２
）〔
第
82
回
関
西
学

生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
３
部
に
お

い
て
『
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
』『
男
子

８
０
０
ｍ
リ
レ
ー
』
優
勝

天
空
高
事
件

　
　

−

放
課
後
探
偵
と

サ
ツ
ジ
ン
連
鎖

−

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）　

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

大
学
・
短
大

経
営
情
報
学
部
海
外
事
情
研
修

［
中
国　

上
海
（
２
月
６
日
～
２
月

９
日
）］
毛 

天
華(

経
情
３)

▽
内

田 

慎
▽
兼
子
一
也
▽
桑
原 

悠
▽
中

田
圭
一
▽
平
位 

理(

以
上
同
２)

人

間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
海
外
メ
デ
ィ
ア
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
修
［
英　

ロ

ン
ド
ン
・
仏　

パ
リ
（
２
月
26
日
～

３
月
４
日
）］
井
上
諒
介
▽
清
水
祐
子

（
以
上
心
コ
ミ
３
）
▽
後
藤
亜
梨
沙
▽

福
元
理
沙
▽
山
本
香
織
▽
吉
田
彩
香

（
以
上
同
２
）
▽
大
宅
貴
子
▽
宮
川
沙

保
里
▽
山
口 

綾
（
以
上
同
１
）
短

期
大
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総

合
学
科
・
国
際
文
化
学
科
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
海
外
）［
カ
ナ

ダ　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
支
店

（
２
月
11
日
～
３
月
２
日
）］
田
代
美

久
▽
豊
田
美
由
紀
▽
檜
垣
友
香
▽
寶
槌

ま
り
▽
松
山
尚
代
（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
１
）
▽
福
留
未
来
（
国
際
文
化

２
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク

ニ
ッ
ク
英
語
研
修
（
２
月
27
日
～
３

月
27
日
）
森
山
千
尋
▽
原
田
尚
美
▽
名

賀 

希
（
以
上
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１
）

▽
田
中
杏
奈
▽
岡
田
幸
穂
▽
表
利 

翼

(

以
上
人
間
健
康
２)

▽
黒
川
晶
実

（
同
１
）
▽
坂
井
綾
奈
▽
市
川
波
瑠
香

▽
大
西
結
花
▽
有
吉
彩
華
▽
荒
木
友
希

(

以
上
国
コ
ミ
２) 

▽
三
木
未
来
（
心
コ

ミ
３
）
▽
豪　

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語

研
修
（
２
月
28
日
～
３
月
28
日
）
寺

岡 

望
▽
中
村 

愛
▽
滝
田
佳
奈
（
以

上
国
コ
ミ
２
）
▽
山
野
沙
織
▽
前
田
花

奈（
以
上
心
コ
ミ
２
）▽
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
（
２
月
27
日
～
３
月
23
日
）
末

永
恵
理
菜
▽
岡
山
未
由
（
以
上
国
コ

ミ
２
）
▽
豪　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
研
修
（
２
月
28
日
～
３
月
23
日
）

山
下
芳
絵
（
国
コ
ミ
１
）
▽
タ
イ　

バ
ン
コ
ク
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
（
３
月
11

日
～
３
月
20
日
）
山
本
啓
太
（
国
コ
ミ

３
）
▽
岩
原
知
子
▽
池
田 
桃
（
以
上

心
コ
ミ
２
）
▽
日
本
語
教
員
ア
シ

ス
タ
ン
ト
研
修
［
中
国 
遼
寧
師

範
大
学
（
３
月
１
日
～
３
月
31
日
）］

大
東
佑
輔
（
国
コ
ミ
２
）
▽
［
ベ
ト
ナ

ム　

ハ
ノ
イ
大
学
（
２
月
27
日
～
３

月
28
日
）］
松
田
尚
大
（
法
政
経
２
）

▽
［
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド　

ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク

（
２
月
12
日
～
３
月
20
日
）］
堀 

恵

子
（
心
コ
ミ
３
）
▽
［
ト
ル
コ　

エ

ル
ジ
ェ
ス
大
学
（
２
月
26
日
～
３
月

19
日
）］
乾 

麻
里
子
▽
藤
川
勇
希
（
以

上
国
コ
ミ
１
）
▽
藤
本
詩
織
▽
瓦
谷
由

貴
（
以
上
心
コ
ミ
２
）
▽
［
ベ
ト
ナ

ム　

ハ
ノ
イ
国
際
貿
易
大
学
（
３
月

２
日
～
４
月
１
日
）］
前
田
結
花
（
国

コ
ミ
２
）
▽
中
本
紗
貴
（
ス
ポ
行
２
）

▽［
ベ
ト
ナ
ム　

ホ
ン
バ
ン
大
学（
２

月
23
日
～
３
月
23
日
）］
前
田
修
治
（
人

間
健
康
３
）
▽
中
村
花
奈
子
（
人
間
健

康
１
）
▽
［
韓
国 

慶
南
情
報
大
学

（
２
月
27
日
～
４
月
３
日
）］
俵
屋
洋

子
（
心
コ
ミ
３
）

滝
井
高
校

派
遣
留
学
［
豪 

ツ
ー
ラ
ッ
ク
・

カ
レ
ッ
ジ
（
４
月
24
日
～
５
月
22
日
）

田
中
亜
樹
▽
大
倉
千
尋
▽
下
川 

愛

▽
桝
田
美
月
（
以
上
３
）
▽
［
カ
ナ

ダ 
ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地

方
教
育
委
員
会
（
提
携
公
立
高
校
）

（
９
月
７
日
～
10
月
18
日
）］
松
下
有

紗
子
▽
田
原
有
紀
（
以
上
２
）

大
和
田
高
校

派
遣
留
学
［
豪 

ジ
ー
ロ
ン
・
グ

ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（
３
月
12
日
～

４
月
３
日
）］
花
尾
風
美
香
▽
砂
田
潤

一
▽
長
通
実
佳
▽
岩
見
知
佳
（
以
上

１
）
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ク
ラ
ブ
活
動

 

別
途
記
事
掲

（
載
は
省
略
。
︶

 

敬
称
略

大
学
・
短
大

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

11
／
15
、
16　

大
阪
府
学
生
大
学
男
女

選
手
権
大
会　

優
勝

・�

12
／
４　

全
日
本
大
学
男
女
選
手
権
大

会 

ベ
ス
ト
16

陸
上
競
技
部

・�

１
／
12　

ひ
ら
か
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン 

一
般
女
子
ハ
ー
フ　

安
田
絵
美
（
国

際
大
Ａ
Ｃ
・
＇07
卒
）
３
位

・�

１
／
25　

大
阪
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一
般

男
子　

戸
島
祥
貴
（
人
間
健
康
４
）
７

位
・�

１
／
25　

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン　

木
村
世
希
（
セ
カ
ン
ド
ウ
イ
ン
ド
Ａ
Ｃ
・

＇01
卒
）
19
位
▽
安
田
絵
美
（
国
際
大
Ａ

Ｃ
・

＇07
卒
）
途
中
棄
権

ラ
グ
ビ
ー
部

・
11
／
30　

Ｃ
リ
ー
グ
戦　

２
位

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・�

11
／
24　

関
西
女
子
１
部
リ
ー
グ 

優
勝

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
20
年
度
後
半

（
＊
は
表
彰
規
程
記
載
資
格
）

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
５
０
点
以
上

︵
Ｉ
Ｐ
含
む
）

経
営
情
報
３=

馬
場 

薫

＊
同
７
３
０
点
以
上（
Ｉ
Ｐ
含
む
）

人
間
国
際
コ
ミ
４=

宮
崎
邦
啓

＊
同
５
０
０
点
以
上（
Ｉ
Ｐ
含
む
）

経
営
情
報
４=

徐 

興
麗
▽
人
間
国

際
コ
ミ
３=

清
水
佐
紀
▽
山
本
有
希

▽
国
際
コ
ミ
２=

村
上
彩
実
▽
坂
井

綾
奈
▽
宮
崎
裕
郁
子

＊
英
検
２
級

国
際
コ
ミ
２=

藤
原
裕
梨
英
▽
岸
川

陽
一

＊
中
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
検
定
５
０
０
点
以
上

人
間
国
際
コ
ミ
４=

草
島
芳
恵
▽
同

３=

村
上
正
晃
▽
人
間
健
康
４=

丸

喜
祐
太
朗

＊
中
国
語
検
定
試
験
２
級

人
間
健
康
４=

北
島
久
愛

＊
日
本
語
能
力
試
験
１
級

経
営
情
報
４=

曹 

洋
▽
王 

文
娜

▽
同
３=

呉 

情
ア
▽
法
政
経
４=

呉 

季
成
▽
国
際
コ
ミ
２=

任 

珍
杰

＊
Ｂ
Ｊ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
能

力
テ
ス
ト
（
Ｊ
２
レ
ベ
ル
）

経
営
情
報
４=

付　

云
鵬

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」

２
級

国
際
コ
ミ
２=

太
田
智
哉
▽
同
１=

樋
口
幸
生
▽
ヤ
ン
雪
▽
心
理
コ
ミ
２=

鳥
芎
尾
信
子

＊
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定

デ
ィ
ジ
タ
ル
映
像
部
門
３
級

経
営
情
報
３=

池
田
容
平
▽
上

村 

怜
▽
田
下
敦
子
▽
水
野
圭
吾
▽

同
２=

岡
山
由
佳
▽
中
川
拓
也
▽
東

野 

純
▽
東
村
美
穂
▽
藤
田
純
也
▽

堀
岡
久
喜
▽
情
報
デ
ザ
イ
ン
１=

馬

越
勝
太
▽
岡
本
翔
平
▽
髙
畠
采
葵
▽

南　

智
夫
▽
小
澤
亮
太

＊
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定

W
eb

デ
ザ
イ
ン
部
門
３
級

経
営
情
報
２=

東
野 

純
▽
堀
岡
久

喜＊
基
本
情
報
技
術
者
試
験

経
営
情
報
３=

浜
田
孝
昌

＊
パ
ソ
コ
ン
検
定
準
２
級

経
営
情
報
２=

戸
田
義
隆

＊
秘
書
技
能
検
定
２
級

法
政
経
３=

上
妻
み
ゆ
き
▽
同
２=

井
上
千
恵
美
▽
高
田
麻
帆

＊
簿
記
検
定
試
験
２
級

経
営
情
報
３=

陳 

群
英

同
３
級

心
理
コ
ミ
３=

山
田
由
比
▽
国
際
コ
ミ

２=

中
切
彩
香

販
売
士
検
定
３
級

国
際
コ
ミ
３=

森
本
健
太
▽
心
理
コ
ミ

３=

若
﨑 
透
▽
同
２=

上
村
一
姫
▽

眞
田
寛
幸
▽
松
本
辰
昭
▽
峯 

彩
香

＊
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

人
間
国
際
コ
ミ
４=
柿
迫
春
佳
▽
同

３=

伊
藤
美
穂
▽
人
間
健
康
３=

佐

藤 

恵

＊
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
コ
ミ
３=

牛
尾
武
可
▽
心
理
コ
ミ

３=

川
崎
健
司
▽
人
間
健
康
３
＝
岩

井
慶
子

＊
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

法
政
経
３=

田
村
真
士

＊
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
検
定
３
級

法
政
経
３=

原 

竜
也

＊
ビ
ジ
ネ
ス
著
作
権
検
定
初
級

法
政
経
３=

上
妻
み
ゆ
き
▽
辻 

七

歩
▽
富
山 

剛
▽
中
岡
慎
太
郎
▽
橋

本
千
草
▽
同
２=

大
江
和
貴
▽
奥
平

愛
子
▽
三
屋
祐
貴

＊
法
学
検
定
試
験
３
級
行
政

コ
ー
ス

法
政
経
３=

根
間
亜
優
美
▽
原 

竜

也
▽
上
妻
み
ゆ
き

＊
同
４
級

法
政
経
３=

根
間
亜
優
美
▽
同
２=

中
尾
太
輔
▽
法
律
政
策
１=

勇 

遼

太
郎

◆
短
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
点
以
上

幼
児
保
育
１=

森 

優
香

＊
英
検
準
２
級

国
際
文
化
２=

銭
谷
優
美

＊
漢
字
検
定
２
級

家
政
２=

高
見
育
代
▽
多
田
有
輝
子

▽
松
尾
ル
ミ
▽
幼
児
保
育
２=

石
井

彩
香
▽
大
谷
祥
子

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」

２
級

国
際
文
化
２=

久
代
弥
加
▽
平
尾
静

香
▽
守
丘
彩
花
▽
髙
島
明
里
▽
星
野

千
賀
子
▽
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

田

上
リ
サ
▽
今
谷
恵
梨
香

＊
同
３
級

家
政
２=

高
見
育
代
▽
服
部
由
佳
▽

国
際
文
化
２=

坂
上 

茜
▽
矢
野
友

梨
▽
吉
田
千
絵
▽
米
谷 

慧
▽
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
１
＝
吉
原
祐
子
▽
西
村

有
加

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
デ
ー
タ
活

用
」
２
級

国
際
文
化
２=

亀
岡
美
季
▽
寺
内
竜

子
▽
前
川
恵
梨
▽
守
丘
彩
花
▽
木
口

真
琴
▽
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１
＝
今
谷

恵
梨
香
▽
野
中
麻
衣
▽
福
井
菜
摘

＊
同
３
級

国
際
文
化
２=

平
尾
静
香
▽
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
イ
ン
１
＝
吉
原
祐
子

＊
秘
書
技
能
検
定
２
級

家
政
２=

寺
村
友
里
▽
前 

亜
珠
沙

▽
国
際
文
化
２=

北
川
玲
奈
▽
髙
間

恵
理
▽
藤
永
美
喜
子
▽
古
澤
香
奈
▽

宮
本
智
美
▽
佐
治
久
仁
穂
▽
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
１=

田
上
リ
サ

＊
日
商
簿
記
検
定
３
級

家
政
２=

前
川
祐
位
奈
▽
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
１=

森
山 

茜
▽
田
中
千
花

▽
浅
原
み
な
み
▽
田
上
リ
サ
▽
今
谷

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
学

生
同
士
や
教
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Social 

N
etw
orking Service

）
が
、
本
学

で
導
入
さ
れ
た
。
ミ
ク
シ
ー
な
ど
の

オ
ー
プ
ン
型
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
異
な

り
、
大
学
・
短
期
大
学
部
の
在
学
生

と
教
職
員
し
か
参
加
で
き
な
い
本
学

本学独自のSNS

｢絆 NET｣が始動
学生同士
教 職 員 情報交換の場に

独
自
の
も
の
で
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
と
こ
ろ
が
利
点
。

　

全
学
生
に
招
待
状
が
メ
ー
ル
で

送
信
さ
れ
、
５
月
中
旬
か
ら
学
生
の

登
録
手
続
き
が
始
ま
っ
た
。
既
に
教

職
員
は
登
録
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
立
ち
上
げ
を
始

め
て
い
る
。
在
学
生
、
教
職
員
な
ら

誰
で
も
登
録
が
可
能
だ
が
、
利
用
心

得
に
同
意
し
た
方
し
か
利
用
で
き

な
い
。

　

当
面
の
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
範

囲
は
、
ゼ
ミ
や
授
業
科
目
、
ク
ラ
ブ

活
動
、
就
職
活
動
と
し
、
将
来
は
対

象
者
を
卒
業
生
、
保
護
者
、
併
設
校

と
の
連
携
な
ど
に
拡
大
し
、
学
園
内

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
構
築
さ
れ
る
予
定
。
ゼ
ミ

で
の
相
談
事
や
伝
達
、
授
業
で
の
課

題
提
出
や
先
生
へ
の
質
問
、
ク
ラ
ブ

活
動
で
の
伝
達
、
就
職
活
動
で
の
情

報
交
換
な
ど
、
学
生
に
も
教
職
員
に

も
利
用
価
値
は
高
い
。

　

利
用
形
態
は
、
学
内
の
パ
ソ
コ
ン

や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
制
限

は
あ
る
が
携
帯
電
話
で
も
利
用
は
可

能
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ

て
も
、
場
所
・
時
間
な
ど
の
制
限
が

な
い
こ
と
、
使
い
方
を
工
夫
す
れ

ば
、
あ
な
た
に
と
っ
て
心
強
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な

る
。
た
だ
し
、
利
用
マ
ナ
ー
に
は
気

を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

ゼミや授業、クラブ活動、就職活動など情報交
換の場としてスタートしたSNS

恵
梨
香
▽
村
上
芽
久
美

＊
販
売
士
検
定
３
級

家
政
２=

正
木
沙
耶
▽
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
１=

松
森
か
な

＊
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
際
文
化
２=

田
井
美
幸

＊
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

北
岡
ひ
か
る
▽

寶
槌
ま
り
▽
松
山
尚
代
▽
村
上
友
紀

＊
国
内
旅
行
地
理
検
定
試
験
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

金
森 

梓
▽

寶
槌
ま
り

＊
カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
「
演
奏
」
グ

レ
ー
ド
６
級

幼
児
保
育
２=

田
中
洋
子

＊
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

家
政
２=

河
村
美
穂
▽
関
口 

藍
▽

中
村
亜
由
美
▽
前 

亜
珠
沙
▽
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

大
矢
実
穂
▽
落

田 

梓

＊
訪
問
介
護
員
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

池
之
上
静
香
▽

飯
田
麻
依
▽
藤
原
淑
子
▽
北
岡
ひ
か
る

◆
滝
井
高
校

英
検
２
級

３
年=

鎌
田
日
登
美
▽
三
宅
菜
穂
子

▽
山
内
美
弥
佳
▽
２
年=

青
木
月
美

▽
下
川 

愛
▽
桝
田
美
月
▽
山
本
ひ

か
る

漢
検
２
級

２
年=

木
太
由
香
里
▽
北
原
彩
希
▽

平
川
麗
奈
▽
宮
内
千
春
▽
古
家 

聖

▽
福
井
由
希
奈

同
準
２
級

３
年=

村
田
千
夏
▽
森
井
友
貴
▽
石

田
美
香
▽
片
岡
ゆ
う
子
▽
白
川
由
梨

▽
２
年=

中
野
慶
衣
▽
松
尾
真
里
▽

大
嶋
栞
奈
▽
山
本
佳
奈
▽
福
森
ひ
か

る
▽
柏
木
望
見
▽
入
江
美
樹
▽
川
口

愛
梨
▽
川
田
涼
未
▽
佐
藤
綾
香
▽
竹

村
沙
也
香
▽
山
本
真
衣
▽
草
薙
み
ど

り
▽
田
中
香
織
▽
西
口
朱
美
▽
米
満

茉
生
▽
児
玉
祐
香
▽
竹
島
由
実
加
▽

樋
口
愛
子
▽
青
山
実
咲
▽
渡
邉
真
代

▽
近
藤
千
尋
▽
下
川 

愛
▽
１
年=

田
原
有
紀
▽
樋
口
香
奈
▽
早
野 

愛

▽
早
野 

舞
▽
鈴
木
智
子
▽
渡
瀬
裕

可
▽
上
岡
朱
里
▽
田
畑
成
美
▽
松
下

有
紗
子
▽
古
田
夏
海
▽
三
浦 

華
▽

北
口
美
琴
▽
中
西
優
花
▽
森
脇
美
帆

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
２
級

２
年=

長
路
佳
奈
▽
里
村
有
香

◆
大
和
田
高
校

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
点
以
上
（
Ｉ

Ｐ
含
む
）

３
年=

池
内
梨
恵
▽
延
原 

彩

同
５
０
０
点
以
上
（
Ｉ
Ｐ
含
む
）

３
年
＝
森
島
康
順
▽
岩
井
俊
樹
▽
大

井
戸
菜
月
▽
西
川
友
香
理
▽
竹
本
麻

亜
子
▽
小
畑
沙
織
▽
中
本
ふ
さ
よ

英
検
準
１
級

２
年=

吉
田　

凌

同
２
級

３
年=

住
吉
美
冴
▽
宮
本
悠
紀
▽
杉

山
美
花
▽
中
野
優
希
▽
桶
谷
裕
樹
▽

村
田
慎
太
郎
▽
土
増
麗
華
▽
２
年
＝

石
川
大
成
▽
上
地 

涼
▽
植
野
あ
お

い
▽
木
下
達
智
▽
鈴
木
真
依
▽
藤
森

京
子
▽
宮
崎
仁
美
▽
今
井
悠
加
奈
▽

讃
岐
康
加
▽
馬
場
智
亜
里
▽
山
本
千

紘
▽
岩
尾
将
史
▽
大
屋
奈
々
子
▽
垣

見
未
来
歩
▽
川
口
翔
平
▽
林 

風
貴

▽
三
葛
五
十
鈴
▽
山
中
里
沙
▽
山
谷

真
由
▽
伊
東
伶
芳
▽
岩
井 

聡
▽
川

路
祥
子
▽
源
野
聡
子
▽
竹
本
華
子
▽

垂
井
麻
実
▽
野
地
早
苗
▽
平
川
大
起

▽
１
年=

花
尾
風
美
香
▽
長
通
実
佳

▽
木
下
り
の
▽
北
尾
朋
大
▽
木
下
璃

子漢
検
２
級

３
年=

兼
信
祐
太
▽
土
増
麗
華
▽
青

木
駿
介
▽
金
川
祐
子
▽
２
年=

藤

井 

大
▽
井
田
真
奈
美
▽
岩
尾
涼
加

▽
植
野
あ
お
い
▽
安
原
千
尋
▽
吉

田 

愛
▽
伊
藤
雄
大
▽
國
谷
慎
太

郎
▽
瀬
戸
悠
輔
▽
真
田
拓
幸
▽
森

田 

陸
▽
源
野
聡
子
▽
１
年=

小
原

康
平

同
準
２
級

３
年=

宮
崎 

萌
▽
淺
妻
嘉
希
▽
山

本
彩
加
▽
２
年=

角
田
彩
子
▽
中
堀

佳
奈
▽
沢
辺
寛
子
▽
森 

真
優
子

▽
乾 

裕
佳
子
▽
大
窪
宏
美
▽
河

村
麻
理
菜
▽
藤
森
京
子
▽
福
留
翔

悟
▽
多
々
良 

彩
▽
堀
内
香
菜
▽

三
葛
五
十
鈴
▽
１
年=

東
野
美
羽
▽

幸 

沙
希
▽
牧
野
未
佳
子
▽
寺
西
駿

介
▽
山
本
海
優
▽
中
村 

瞳

数
検
２
級

２
年=

瀧
谷
崇
大
▽
井
上
雅
人
▽
大

村
優
梨
亜
▽
國
近
祐
太
▽
土
山
真
佑

実同
準
２
級

１
年=

神
戸 

輝
▽
井
上
貢
佑
▽
矢

部
花
佳
▽
浅
田
翔
太
▽
大
下
淳
也

▽
宇
野
優
作
▽
深
谷
恒
稀
▽
吉
岡
晃

一
▽
吉
岡
ゆ
り
▽
井
上
尚
哉
▽
東
野

美
羽
▽
西
村 

舞
▽
片
島
淳
輝
▽

作 

昌
輝
▽
小
林
寛
之
▽
宮
崎
誉
也

▽
東 

勇
佑
▽
中
田
将
吾
▽
中
東
彰

郎
▽
寺
裏
侑
里
子

◆
大
和
田
中
学

英
検
２
級

３
年=

岸 

蒼
代
香
▽
２
年=

乾 

綾

香同
準
２
級

３
年=

中 

莉
沙
▽
西
原
美
幸
▽
菊

地
彩
子
▽
綿
谷
奈
津
美
▽
岩
崎
奈
菜

▽
大
西
一
摩
▽
北
野
真
穂
▽
多
田
琴

絵
▽
西
川
夕
貴
▽
宮
里
江
莉
子
▽
山

田
真
衣

漢
検
２
級

３
年=

守
丘 

稜

同
準
２
級

３
年=

福
永
め
ぐ
み
▽
石
井 

歩
▽

中
田
唯
香
▽
大
西
一
摩
▽
北
野
真
穂

▽
多
田
琴
絵
▽
塚
本
千
尋
▽
佐
々
木

真
由
▽
浦
田
昌
紀
▽
小
川
愛
加
▽
鈴

木
景
子
▽
２
年=

安
東
奈
菜
▽
岩
見

里
咲
▽
岡
田
真
奈
▽
木
村
香
奈
▽
田

畑
賢
伍
▽
宮
地
の
ぞ
み
▽
矢
野
紗
也

佳
▽
北
川
美
海
▽
國
久 

輝
▽
添
郷

貴
史

・�

12
／
14　

全
日
本
選
手
権　

ベ
ス
ト
４

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

・�

１
／
４ 

全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
大

会 

予
選
リ
ー
グ
敗
退
（
～
６
）

ス
キ
ー
部

・�

２
／
17　

国
体
ス
キ
ー
２
位　

今
川
惠

里
加
（
心
理
コ
ミ
３
）
▽
山
下
恭
平
（
人

間
健
康
３
）

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

12
／
17　

近
畿
私
立
高
校
選
手
権
大

会 

優
勝

・�

12
／
23　

全
国
私
立
高
校
大
会　

ベ
ス

ト
８

吹
奏
楽
部

・�

12
／
23 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

銀

賞
・�

２
／
１　

管
弦
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス

ト
府
大
会 

金
賞 

中
田
瑞
希
▽
末
廣

果
純
▽
銀
賞 

五
十
嵐　

凛
▽
岩
佐
愛

美
▽
西
郷
明
来
（
以
上
２
）

大
和
田
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

・�

12
／
23　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト 

銀
賞

美
術
部

・�

10　

二
科
大
阪
展
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
大
賞　

入
選　

伊
東
美
由
起
▽
重

松
未
紗
▽
菅
原
潤
子
（
以
上
１
）

・�

１　

芸
文
祭
美
術
・
工
芸
部
門
コ
ン

ク
ー
ル
展　

入
選　

西
澤
阿
以
▽
衣
川

恵
利
香
（
以
上
２
）
▽
植
田
幸
代
（
１
）

映
画
研
究
部

・�

11
／
23　

高
校
生
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
・

映
画
甲
子
園
『
試
験
管
ベ
イ
ビ
ー
』
監

督
賞 

二
宮 

健
▽
主
演
男
優
賞 

梅

田
修
平
▽
助
演
男
優
賞 

宮
本
圭
太
▽

松
尾
拓
実
（
以
上
２
）

大
和
田
中
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
11
／
16　

北
河
内
新
人
大
会　

優
勝

・�

２
／
14　

大
阪
中
学
生
新
人
大
会
中
央

大
会　

ベ
ス
ト
８

・�

３
／
26 

近
畿
中
学
生
選
抜
優
勝
大

会 

優
勝

ク
ラ
ブ
活
動訪 

問

滝
井
高
校茶

道
部

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

凛
と
し
た
美
し
い
人
間
の
形
成
を

目
指
し
「
礼
法
」
も
教
育
の
柱
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
る
滝
井
高
校
に

は
、
日
本
文
化
室
と
い
う
和
室
が
あ

り
、
様
々
な
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

茶
道
部
も
そ
の
一
つ
で
、
今
は
15

人
の
生
徒
が
真
剣
に
け
い
こ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
表
千
家
茶
道
の
井
門
正
美
先
生

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
て
も
厳
し
く
と
て
も
優
し
い
先
生

日
本
文
化
室
の
静
か
な
空
間
で
、
指
導
を

受
け
る
生
徒
た
ち

礼
儀
と
共
に
感
謝
の
気
持
ち
も
学
ぶ

で
、
学
校
で
の
け
い
こ
の
他
、
お

家
元
の
お
茶
会
へ
の
出
席
な
ど
貴
重

な
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」

　

外
国
の
人
に
日
本
文
化
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
留
学

な
ど
で
活
か
す
生
徒
も
。
お
手
前
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
最
終
目

標
に
、
細
か
い
部
分
け
い
こ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
和
室
で
心
落
ち
着
く

時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
感
謝
の
気

持
ち
や
礼
儀
作
法
を
日
々
学
ん
で
い

ま
す
。

　

活
動
日　

毎
週
水
曜
日



　

生
徒
自
身
の
問
題
で
は
な
く
、
社

会
環
境
や
そ
の
周
辺
の
問
題
で
、
希

望
し
て
い
た
進
路
が
断
た
れ
て
し
ま

う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
残
念
で
悲
し

い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
が
学
生
募
集
を
よ

り
深
刻
な
状
況
に
し
て
お
り
、
少
な

か
ら
ず
大
学
の
経
営
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
済
不
況
の
さ
な
か
に

行
わ
れ
た
２
０
０
９
年
度
の
入
試
を

振
り
返
っ
て
、
本
学
の
入
試
状
況
の

動
向
を
見
て
み
る
と
、
大
学
・
短

大
と
も
総
志
願
者
数
で
は
前
年
度
を

や
や
下
回
っ
た
も
の
の
、
定
員
充
足

率
か
ら
見
る
と
、
入
学
定
着
率
は
高

く
、
学
科
に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
も
の
の
、
総
入
学
定
員
を
死
守

す
る
当
面
の
目
標
は
最
低
ラ
イ
ン
と

　

本
校
の
生
徒
募
集
は
、
大
阪
府
の

生
徒
に
対
す
る
授
業
料
軽
減
補
助
金

の
削
減
と
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
経

済
的
負
担
の
大
き
い
私
学
が
敬
遠

さ
れ
た
こ
と
や
共
学
校
へ
の
志
望
が

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

　

中
学
入
試
に
関
し
て
は
、
昨
年
と

同
様
で
、
説
明
会
等
で
は
多
く
の
保

護
者
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
実
際
の
受
験
者
は
、

微
増
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
大
和
田
の
中
高
一
貫
の

教
育
を
期
待
し
て
と
い
う
方
も
あ
る

が
、
地
元
の
公
立

中
学
を
敬
遠
し
て

本
校
に
入
学
す
る

の
も
多
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

そ
う
い
う
こ
と

も
あ
り
、
保
護

者
・
生
徒
の
ニ
ー

ズ
が
勉
強
を
中

心
と
し
た
中
学
生

活
を
望
ん
で
お
ら

れ
な
い
場
合
も
あ

る
。

　

ま
た
、
高
校
進

学
時
に
中
学
バ

レ
ー
の
生
徒
が
滝

井
高
以
外
の
外

部
へ
出
る
こ
と
も

あ
り
、
経
済
状
況

等
を
理
由
と
し
た

流
出
も
非
常
に
多

い
。
私
達
と
し
て

り
例
年
以
上
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ

た
。

　

こ
の
逆
風
の
中
、
普
通
科
の
特

進
、
看
護
進
学
、
幼
児
保
育
進
学
、

標
準
コ
ー
ス
は
、
定
員
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
全
体
と
し
て
募

集
定
員
２
４
０
人
に
対
し
て
９０
％
の

達
成
率
で
２
１
６
人
の
結
果
と
な
っ
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オープンキャンパスなど行事予定
大学（枚方キャンパス）
オープンキャンパス
６月27日㈯、７月25日㈯、８月９日㈰、
８月21日㈮、９月12日㈯、９月27日㈰

大学・短大（守口キャンパス）
オープンキャンパス
６月20日㈯、７月18日㈯、７月19日㈰、
８月８日㈯、８月19日㈬、９月６日㈰、
９月20日㈰、３月27日㈯
土曜日キャンパス見学会
10月３日㈯、10月10日㈯、10月24日㈯

滝井高校
オープンスクール　
８月29日㈯、10月25日㈰、11月７日㈯
入試説明会　
11月28日㈯、12月６日㈰、12月12日㈯
学校見学会　
10月３日㈯、10月31日㈯、11月28日㈯
入試個別相談会　
12月７日㈪〜22日㈫　日曜日を除く

大和田高校
オープンスクール　９月19日㈯
入試説明会　10月31日㈯、11月22日㈰、
12月６日㈰

大和田中学
オープンスクール　７月25日㈯
体験学習会　10月10日㈯
入試説明会　10月31日㈯・11月14日㈯

平成22年度  入試日程

大
阪
国
際
大
学 

学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

A O 選 考 １ 期 ７月27日(月)〜８月３日(月) 守口：８月８日(土)
枚方：８月９日(日)

A O 選 考 ２ 期 ９月７日(月)〜９月14日(月) ９月19日(土)

特 別 推 薦 ( ス ポ ー ツ )

10月１日(木)〜10月13日(火) 10月17日(土)
特 別 推 薦 （ 女 子 生 徒 )
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅰ 期

A O 選 考 ３ 期

推 薦 Ⅰ 期

10月16日(金)〜10月26日(月)

10月31日(土) ・ 11月１日(日)

推 薦 ( 専 門  ・ 総 合 ) Ⅰ 期

11月１日(日)A O 選 考 ４ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅱ 期

推 薦 Ⅱ 期

11月９日(月)〜11月16日(月)

11月21日(土)･22日(日)
推 薦 ( 専 門  ・ 総 合 ) Ⅱ 期

11月22日(日)

帰 国 生 徒

社 会 人

A O 選 考 5 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅲ 期

推 薦 Ⅲ 期

11月30日(月)〜12月７日(月) 12月12日(土)推 薦 ( 専 門  ・ 総 合 ) Ⅲ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅳ 期

一 般 Ａ 日 程
１月６日(水)〜１月18日(月)

１月23日(土)･24日(日)
A O 選 考 ６ 期 １月24日(日)

セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月６日(水)〜２月１日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
１月22日(金)〜２月１日(月) ２月６日(土)

一 般 Ｃ 日 程

一 般 Ｄ 日 程
２月２日(火)〜２月15日(月) ２月20日(土)

A O 選 考 ７ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 ２月２日(火)〜２月19日(金) −

一 般 Ｅ 日 程
２月22日(月)〜３月１日(月) ３月５日(金)

A O 選 考 ８ 期

一 般 Ｆ 日 程

３月８日(月)〜３月15日(月)
３月20日(土)

A O 選 考 ９ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

Ａ Ｏ 選 考 １ 期 ７月27日(月)〜８月３日(月) ８月８日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ２ 期 ９月７日(月)〜９月14日(月) ９月19日(土)

特 別 推 薦 ( ス ポ ー ツ )

10月１日(木)〜10月13日(火) 10月17日(土)特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅰ 期

Ａ Ｏ 選 考 ３ 期

推 薦 Ⅰ 期

10月16日(金)〜10月26日(月)

10月31日(土)･11月１日(日)

推 薦 ( 専 門  ・ 総 合 ) Ⅰ 期

11月１日(日)Ａ Ｏ 選 考 ４ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅱ 期

推 薦 Ⅱ 期

11月９日(月)〜11月16日(月)

11月21日(土)･22日(日)
推 薦 ( 専 門  ・ 総 合 ) Ⅱ 期

11月22日(日)

帰 国 生 徒

社 会 人

Ａ Ｏ 選 考 ５ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅲ 期

推 薦 Ⅲ 期

11月30日(月)〜12月７日(月) 12月12日(土)推 薦 ( 専 門  ・ 総 合 ) Ⅲ 期

特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 ) Ⅳ 期

一 般 Ａ 日 程
１月６日(水)〜１月18日(月)

１月23日(土)･24日(日)
Ａ Ｏ 選 考 ６ 期 １月24日(日)

セ ン タ ー 利 用 １月６日(水)〜２月１日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
２月２日(火)〜２月15日(月) ２月20日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ７ 期

一 般 Ｃ 日 程
３月８日(月)〜３月15日(月) ３月20日(土)

Ａ Ｏ 選 考 ８ 期

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

内 部 編 入 Ⅰ 期 10月16日(金)〜10月26日(月) 11月１日(日)

一 般 編 入 Ⅰ 期
11月９日(月)〜11月16日(月) 11月22日(日)

社 会 人 編 入 Ⅰ 期

内 部 編 入 Ⅱ 期 １月６日(水)〜１月18日(月) １月24日(日)

内 部 編 入 Ⅲ 期

２月２日(火)〜２月15日(月) ２月20日(土)一 般 編 入 Ⅱ 期

社 会 人 編 入 Ⅱ 期

大阪国際滝井高等学校　入試結果

大阪国際大和田高等学校　入試結果

大阪国際大和田中学校　入試結果

専　　願 併　　願
志願者数 合格者数 志願者数 合格者数

普
通
科

体育・吹奏楽
体育  16  16  15  15
吹奏楽  12  12  11  11

標準  41  ※42　 28０ ※284　
幼児保育進学  21  19  83  83
看護進学  19  19  63  59
特進  　8  　8 179 179

国　　際　　科  　9  　9  77  77

1.5 　　　　次
Ａ日程   3  　3   4   4
Ｂ日程   3  　2   3   3

₂　　　　　次   8   7 ── ──
合　　　　　計 140 137 715 715

※第２希望合格者を含む人数

普 通 科
専　　願 併　　願

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
理 数 コ ー ス  40  27 372 238
英 数 コ ー ス  43 　※55　　 272 ※406　
1.5 　　　　次   　   　   3   3
合　　　　　計 　83 　82 647 647

※第２希望合格者を含む人数

志願者数 合格者数
₁　　　　　次 83 74
₂　　　　　次 52 37
合　　　　　計 135　 111　

総
入
学
定
員
は
達
成

21
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

入
試
改
革
、
重
点
施
策
が
奏
効

 

大 

学
・
短 

大 

　

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
の
影
響

は
、
高
校
生
に
対
し
て
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
そ
れ
に
よ
る
保
護
者

の
リ
ス
ト
ラ
や
減
収
、
自
営
業
の
破
綻
な
ど
、
家
庭
の
経
済
状
況
の
悪

化
に
伴
う
進
学
希
望
者
の
進
路
変
更
や
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の

生
徒
が
増
え
て
い
る
と
、
高
校
現
場
か
ら
嘆
き
の
声
も
よ
く
聞
く
。

し
て
は
達
成
で
き
た
。

　

あ
え
て
こ
の
要
因
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
の
入
試
制
度

改
革
、
そ
の
他
の
重
点
施
策
が
効
を

奏
し
た
と
言
え
る
。
何
よ
り
も
本
学

が
「
面
倒
見
の
い
い
大
学
」
と
し
て

一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
た
結
果
と
見

 

滝 

井 

高 

校 

期
待
に
応
え
る
学
校
づ
く
り
へ
全
力

普
通
科
〝
特
色
〟
教
育
の
成
果
出
る

た
。

　

本
校
の
特
色
は
生
徒
個
々
に
着
目

し
て
伸
び
率
を
高
め
る
「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
教
育
」
と
人
と
し
て
美
し
い

所
作
や
心
に
着
目
し
た
「
凛
と
し
た

美
し
い
人
」
の
育
成
に
あ
る
。
こ
の

教
育
の
根
幹
は
、
徹
底
し
て
生
徒
と

向
き
合
う
「
面
倒
見
の
良
さ
」
で
あ

る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
更
な
る
理

解
と
浸
透
を
図
り
、
女
子
高
と
し
て

の
社
会
的
評
価
を
高
め
、
厳
し
い
募

集
環
境
の
中
で
募
集
定
員
を
確
実
に

確
保
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
。

大
和
田
中･

高
校 

受験生は微増
中
▲
学　　高

▼
校

前年より予想外の減

上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャ
ンパス持ち込みのみ受け付けます。
合格発表日・入学手続期間については、合否判定諸会議の日程により変更となる可能性があります。
センター利用Ⅰ期（大学）・センター利用（短大）の合格発表日は成績提供日が未定のため、変更となる可能性があ
ります。
指定校推薦・指定校編入については、入試・広報部までお問い合せ下さい。
留学生入試については、国際交流センターまでお問い合せ下さい。

春のオープンキャンパスの様子。在学生があたたかく来場者を出迎えた
（３月20日、守口キャンパス）

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

近
年
大
学
は
大
衆
化
が
進
み
、
進

学
率
も
大
学
、
短
大
あ
わ
せ
て
50
％

を
超
え
て
い
る
、
と
言
う
。
誰
も
が

進
学
可
能
と
な
っ
た
今
、
受
験
生
、

保
護
者
、
高
校
現
場
、
社
会
か
ら

評
価
さ
れ
る
大
学
が
こ
れ
か
ら
生
き

残
っ
て
い
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
学
も
次
年
度
以
降
の
厳
し
い
学

生
募
集
環
境
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
も

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ
、
教
職
員
一

丸
と
な
っ
て
入
学
者
確
保
に
向
け
て

努
力
い
た
し
ま
す
。

（
入
試
・
広
報
部　
　

部
長
事
務
取
扱　

寺
田　

昌
弘
）

　

ま
た
、
募
集
活
動
は
「
凛
と
し
た

美
し
い
滝
井
」
を
標
榜
し
て
知
恵
と

工
夫
を
凝
ら
し
、
早
め
早
め
の
対
応

と
最
後
の
詰
め
を
し
っ
か
り
と
行
う

こ
と
を
重
点
に
置
い
て
教
職
員
全
体

で
取
組
ん
で
い
く
。

(

滝
井
高
校　

校
長　

中
田　

碩
也)

は
、
少
し
で
も
魅
力
あ
る
学
校
に
し

て
、
生
徒
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
外

部
へ
の
流
出
を
最
小
限
に
抑
え
た

い
。

　

高
校
入
試
に
関
し
て
は
、
専
願
・

併
願
共
に
こ
こ
ま
で
受
験
生
が
減
少

す
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

結
果
的
に
入
学
者
は
、
外
部
生
は
専

願
82
人
、
併
願
92
人
、
内
部
生
56
人

で
計
２
３
０
人
と
定
員
を
50
人
も
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

大
学
入
試
結
果
を
基
に
、
も
う
少

し
本
校
の
注
目
度
が
上
が
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
結
果
は
誤
算
で

あ
っ
た
。
22
年
度
入
試
に
向
け
て
、

本
校
が
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
生
徒

は
、
ど
の
学
校
も
欲
し
い
生
徒
で
、

い
か
に
他
の
学
校
よ
り
魅
力
的
で
あ

る
か
を
、
学
校
訪
問
・
塾
訪
問
、
説

明
会
、
京
阪
電
車
等
で
の
掲
示
物
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
雑
誌
、
Ｈ
Ｐ

等
を
通
し
て
多
い
に
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
生
徒
募
集
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

大
和
田
中
学
・
高
等
学
校　

校
長

　

河
合　

章)

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修
士
課
程

一次
経 営 情 報 学 研 究 科

９月１日(火)〜11日(金) ９月26日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科

二次
経 営 情 報 学 研 究 科

１月26日(火)〜２月５日(金) ２月13日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ １月26日(火)〜２月５日(金) ２月13日(土)
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平
成
の
20
年
は
バ
ブ
ル
で
始
ま
り

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
そ
の
後
、
訪
れ

た
所
謂
「
失
わ
れ
た
10
年
」
の
後

に
、
戦
後
最
長
の
好
景
気
が
続
き
、

緩
や
か
な
下
り
坂
に
入
っ
て
い
た
時

の
米
国
発
の
金
融
シ
ョ
ッ
ク
で
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
就
職
環
境
も
景
気
の
動
向

に
翻
弄
さ
れ
、
求
人
数
が
就
職
希
望

者
数
の
２
倍
強
あ
り
、
超
が
付
く
売

手
市
場
で
終
わ
る
は
ず
で
あ
っ
た
20

年
度
の
就
職
戦
線
も
平
成
20
年
９
月

を
境
に
様
相
が
一
変
し
、
補
充
や
追

加
の
求
人
が
な
く
な
り
、
内
定
取
消

や
内
定
辞
退
を
強
要
す
る
企
業
が
相

次
ぎ
、
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
間
に
こ
れ
程
環
境
が
激
変
し

た
年
は
近
年
に
は
記
憶
が
な
く
、
求

人
の
確
保
と
未
内
定
学
生
に
気
持
ち

の
切
り
替
え
を
さ
せ
る
指
導
に
ど
の

大
学
も
大
変
苦
慮
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
が
毎

年
４
回
発
表
す
る
就
職
内
定
率
で
、

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、

採
用
担
当
者
を
招
い
て
大
学
主
催
の

企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、

学
生
が
直
接
、
採
用
や
受
験
な
ど
の

情
報
を
収
集
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
要
イ

ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成

21
年
２
月
27
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お

年度 開催回数 延べ参加
企業数

参加企業への就職者
（全就職者に占める率）

17 １回／年   67社   23人（  ４.7％）

18 ２回／年   76社   71人（10.6％）

19 ３回／年 123社 102人（14.1％）

20 ４回／年 168社 105人（15.8％）

※20年度は平成21年４月末現在

(

株)

エ
ー
エ
ヌ
エ
ー
ス
カ
イ
パ
ル

大
阪
国
際
大
学

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

牧
野 

絵
美
子

　

私
は
今
回
、
株

式
会
社
エ
ー
エ
ヌ

エ
ー
ス
カ
イ
パ
ル

か
ら
内
定
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
希
望
し
て
い
た
航

空
会
社
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
内
定

を
い
た
だ
い
た
際
に
は
非
常
に
嬉
し

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
に
入
学
し
た
時
か
ら
航
空

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

国
際
文
化
学
科
＇07
年
卒

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都

 
 

保
科　

蓉
子

OB・OGレポート
仕事は厳しいが、やりがいも

　私がホテルに就職して早や２年。入社し研修を経て、第一希望だったフロントに
配属され、この春から３年目になりましたが、こんなにも仕事の幅が広く、体力的
にも大変な仕事だとは正直思ってもみませんでした。ただ、その反面やりがいはと
ても感じています。
　仕事としてはフロントカウンターでの接客が中心ではありますが、電話応対や事
務作業も山ほどあります。さまざまな業務への適応性が必要で、正確かつ迅速にこ
なさなければ大きな失敗やクレームにつながることもあります。またホテル周辺の
情報や観光に関する知識も頭に入れておかなければ、お客様は何でも聞いてこられ
ます。
　入社して１年目は失敗の連続で、上司や先輩に迷惑をかける日々でしたが、そん
な私にも今では後輩ができ、教える立場になりました。まだまだ上司や先輩の力を
借りながらですが、これからも少しずつ仕事を任されるようになりたいと思ってい
ます。
　そして、自分のお客様をつくっていくことがこれからの目標です。

就
職
環
境
が
激
変

金
融
シ
ョ
ッ
ク

マイドームおおさかで開催された、大学主催企業セミナーの熱気あふれる様子（２月27日)

20年度の総括 キャリアセンター

売り手市場､採用絞る
就職率 大学75.0％、短大82.7％

求められる職業観…

10
月
１
日
現
在
の
数
値
は
前
年
を
大

学
は
０･

７
％
、
短
大
は
０･

９
％
上

回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
１
日
現

在
の
数
値
で
は
逆
に
前
年
を
大
学
は

１･

１
％
、
短
大
は
３･

８
％
下
回
る

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大

学
生
、
短
大
生
を
問
わ
ず
10
月
以
降

 

企
業
セ
ミ
ナ
ー

参
加
企
業
へ
の
内
定
増

の
求
人
の
激
減
が
そ
の
要
因
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
学
の
場
合
、
内
定
者
の
比
率
を

半
期
毎
で
見
る
と
例
年
大
学
、
短
大

と
も
後
期
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く

個
別
面
談
や
就
職
サ
ポ
ー
ト
行
事
の

開
始
時
期
を
早
め
、
ま
た
、
就
職
サ

ポ
ー
ト
行
事
も
模
擬
面
接
や
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ
り

実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
し
て

早
ま
る
採
用
活
動
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
４
月
末
現
在
の
就
職
率

は
大
学
75･

０
％
（
昨
年
比
２･

５
％

減
）、
短
大
82･

７
％
（
昨
年
比
１･

２
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

企
業
セ
ミ
ナ
ー
参
加
企
業
へ
の
内
定

者
や
個
別
面
談
で
の
求
人
斡
旋
に
よ

る
内
定
者
も
増
加
し
て
お
り
、
次
年

度
以
降
厳
し
い
環
境
に
対
す
る
指
導

の
手
応
え
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
就
職
戦
線
は
前
述
の

通
り
、
民
間
企
業
の
求
人
数
が
就
職

希
望
者
数
の
２
倍
強
の
史
上
最
高
の

約
95
万
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
年

の
売
り
手
市
場
が
バ
ブ
ル
時
や
過
去

の
売
り
手
市
場
と
違
う
の
は
企
業
等

が
採
用
基
準
を
下
げ
ず
、
求
人
数
に

合
わ
せ
た
採
用
を
し
な
く
な
っ
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
況
下
に
お
い
て
、
企
業
は

将
来
を
託
す
基
幹
人
材
を
採
用
し
て

い
く
た
め
に
採
用
の
バ
ー
を
ま
す
ま

す
高
く
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
「
何
故
、
働

く
の
か
」「
何
が
し
た
い
の
か
」
と

い
う
問
い
か
け
に
答
え
ら
れ
る
明
確

な
職
業
観
に
基
づ
い
た
就
職
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

課
長　

定
國　

通
雄 

）

生
の
声
聞
け
、
就
活
に
弾
み

本
学
主
催
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー

81
社
、
学
生
500
人
が
参
加　
短
大
生
対
象

で
も
実
施

さ
か
に
81
社
の
企
業
等
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
の
参
加

数
も
５
０
０
人
を
超
え
、
大
変
熱
気

の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
と
企
業
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
ブ
ー
ス
形
式

は
学
生
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、
一

方
、
参
加
し
た
採
用
担
当
者
か
ら
も

大
阪
国
際
大
学
の
学
生
を
採
用
し
た

い
と
い
う
声
も
多
く
出
て
お
り
、
参

加
企
業
へ
の
就
職
率
も
別
表
の
よ
う

に
毎
年
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
短
大
生
の
み
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
は
採
用
実
績
の
あ
る
企
業

10
社
を
お
招
き
し
て
２
月
16
日
、
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
約
80
人
の
学
生
が
参
加

し
、
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
あ
り
、
就
職
活
動
に
弾
み

が
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
社
を
目
指
し
て
い
た
の
で
英
検
や
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
秘
書
技
能
検
定
な
ど
の
資

格
を
積
極
的
に
受
験
し
ま
し
た
。

　

後
に
こ
れ
ら
の
資
格
が
就
職
活
動

で
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
就
職

活
動
は
３
年
次
生
の
秋
ご
ろ
か
ら
始

め
、一
般
企
業
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

面
接
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

　

多
く
面
接
試
験
を
受
け
る
こ
と

で
、
至
ら
な
い
点
が
見
つ
か
り
、
本

命
の
会
社
を
受
け
た
時
に
、
落
ち
着

い
て
受
け
答
え
が
で
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
通
し
て
、
最
も
大
切

だ
と
感
じ
た
の
は
、「
気
持
ち
を
強

く
持
つ
」と
い
う
こ
と
で
す
。実
際
、

ど
こ
の
会
社
を
受
け
た
時
も
こ
の
会

社
に
入
り
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
望
ま
れ
て
い
る
方
達
ば
か
り
で
し

た
。

　

就
職
活
動
で
得
ら
れ
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
強
い
気
持
ち
で

挑
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

私
た
ち
の
就
活
奮
戦
記

気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
挑
ん
で

日
本
梱
包
運
輸
倉
庫(

株)

大
阪
国
際
大
学

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科　

加
藤 

龍
一

　

大
不
況
、
先
行

き
不
透
明
な
経
済

情
勢
と
政
治
不

信
。
こ
の
世
の
中

を
乗
り
切
り
、
更

な
る
発
展
を
目
指

し
て
行
け
る
会
社
を
選
ぶ
事
が
就
職

活
動
中
の
目
標
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
友
人
達
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
や
一
般

教
養
等
を
勉
強
し
よ
う
と
し
た
が
、

２
週
間
も
も
た
な
か
っ
た
。
理
由
は

単
純
。複
数
の
会
社
を
訪
問
し
た
が
、

採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
筆
記
試
験
が

占
め
る
割
合
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

　

考
え
る
に
採
用
は
、
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
決
ま
る
。

生
き
て
行
く
上
で
人
と
の
つ
な
が
り

は
生
涯
続
く
。
入
社=

会
社
と
の
結

婚
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
面

接
は
限
ら
れ
た
時
間
で
お
見
合
い
を

し
、
互
い
を
探
り
合
う
場
で
あ
る
と

思
う
。

　

目
標
と
す
る
会
社
と
出
会
っ
た

の
は
、
08
年
の
６
月
で
あ
っ
た
。

入
社
の
動
機
は
、
人
を
大
事
に
し
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
の
で
き

る
会
社
だ
か
ら
だ
。
職
種
は
運
輸
関

係
だ
が
、
こ
の
会
社
は
大
不
況
に
耐

え
、
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
く
と
体

で
感
じ
と
れ
た
。
そ
れ
は
、
面
接

官
の
熱
意
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
た
。  

　

入
社
後
の
私
の
生
活
は
充
実
し
て

い
る
。
毎
日
会
社
に
行
く
の
が
楽
し

い
。
人
生
に
１
０
０
％
な
ど
と
い
う
も

の
は
な
く
、 

会
社
の
未
来
も
世
の
中

の
未
来
も
誰
も
予
測
で
き
な
い
が
、
ど

ん
な
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

会
社
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
。

発
展
目
指
し
て
い
る
会
社
に
照
準

大
阪
国
際
大
学
法
政
経
学
部
＇05
年
卒

山
中
司
法
書
士
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

 
 
 
 
 
 

水
野　

斉
一

市民の中に生きる実務法律家として、独立目指す
　私が司法書士を目指した理由は、市民の中に生きる実務法律家として、常に市民

の方とふれあって仕事ができるところに魅力を感じたからです。

　大学在学中に行政書士に合格し、卒業後、司法書士に挑戦しました。1日7時間

から10時間は勉強しましたが、卒業後も大学の先生が親身に相談にのって下さり、

とても心強かったのを覚えています。

　無事司法書士に合格してからは、事務所に所属し、不動産登記、相続・売買・贈

与等による名義変更、抵当権設定・抹消の登記手続き、土地の測量、合筆、分筆、

そして商業登記、会社設立、役員変更など多岐に渡る仕事をさせていただいていま

す。

　いかにミスを減らして早く仕事を仕上げるか、どうすればお客様に納得していた

だける結果となるのかを常に考えて行動しなければならず、苦労も多いですが、自

分が一生懸命した仕事をお客様に感謝していただいたり、喜んでいただいたとき

は、やりがいをとても感じます。

　夢はやはり独立開業です。そのために、今は上司から与えられた仕事を、常に自

分に依頼がきたと置き換えて手続きを進めるよう心がけ、勉強の毎日です。
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